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新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
追
わ
れ
る
年
に
な
り
ま
し

た
。
世
界
は
、
何
と
か
コ
ロ
ナ
を
押
さ
え
て

生
活
や
経
済
な
ど
を
取
り
戻
し
、
一
刻
も
早

く
平
和
と
秩
序
を
取
り
戻
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
当
協
会
も
２
年
振
り
に
海
外
と

の
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

10
月
に
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
農

業
・
漁
業
相
の
訪
日
が
実
現
し
ま
し
た
。
ご

存
じ
の
よ
う
に
日
本
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
珈
琲

の
主
要
輸
入
国
で
あ
り
、
大
臣
一
行
は
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
の
国
際
コ
ー
ヒ
ー
見
本
市

に
出
席
、
我
が
国
政
府
関
係
者
と
会
談
、
ま

た
同
国
が
力
を
入
れ
て
い
る
漁
業
の
発
展
等

の
た
め
に
千
葉
県
、
神
奈
川
県
の
各
所
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
月
下
旬
に
は
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
、
サ
イ
パ
ン
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
バ
ル
バ

ド
ス
の
一
線
の
記
者
の
方
々
等
の
参
加
を
得

て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
の
ご
み
処
理

施
設
等
を
視
察
、
日
本
滞
在
中
も
記
事
を
執

筆
、
そ
れ
ら
の
記
事
は
本
国
の
メ
デ
ィ
ア
で

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
11
月
に
は
バ
ル
バ
ド
ス
の
水
産
資
源

管
理
・
環
境
分
野
を
専
門
と
す
る
リ
ー
ダ
ー

４
名
の
訪
日
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
三
重
県
の
施
設
訪
問
な
ど
、
同
国
を

対
象
と
す
る
初
め
て
の
主
要
な
事
業
と
な
り

ま
し
た
。

　

我
々
事
務
局
も
忙
し
い
数
か
月
を
過
ご
し

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
人
的
交
流
再
開
と

い
う
こ
と
で
嬉
し
い
繁
忙
と
な
り
ま
し
た
。

海
外
の
皆
様
を
我
が
国
に
迎
え
て
、
強
く
印

象
に
残
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
ど
の
国
か
ら
来
ら
れ
よ
う
と
も
、
今
や

世
界
の
人
々
は
お
互
い
に
、
直
ぐ
に
疎
通
で

き
、
仲
良
く
な
れ
る
程
近
く
な
っ
て
い
る

こ
と
と
、
産
業
や
環
境
等
の
問
題
に
つ
い
て

直
ち
に
深
い
政
策
議
論
が
出
来
る
ほ
ど
問
題

意
識
や
政
策
思
考
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
記
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

は
、
太
平
洋
と
カ
リ
ブ
海
と
い
う
地
球
の
半

分
く
ら
い
離
れ
た
地
域
か
ら
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
達
で
し
た
が
、
そ
の
地
理
的
距
離
を
越

え
て
、
瞬
く
間
に
打
ち
解
け
、
お
互
い
が
同

じ
プ
ロ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
仲
間
と
し
て
会

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
バ
ル
バ
ド
ス
の

リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
の
中

に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ャ
ル
ム
・
シ
ェ
イ
ク

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
か
ら
直
接
訪
日
さ
れ
た
方
も
お

ら
れ
、
参
加
者
は
環
境
問
題
等
に
つ
き
世
界

の
最
新
の
標
準
や
言
葉
で
議
論
し
て
い
ま
し

た
。
正
に
人
々
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
願

望
）
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
課
題
）
は
、
今
や
国

境
を
越
え
て
全
て
が
グ
ロ
ー
バ
ル
、
同
時
的

で
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
多

く
の
機
関
や
施
設
等
で
視
察
を
受
け
て
入
れ

て
頂
く
な
ど
、
多
く
の
御
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
参
加
者
達
は
有
益
な
経
験
に
満
足
感
を

持
っ
て
帰
国
し
た
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊

　

昨
年
９
月
上
旬
、
当
協
会
の
理
事
長
を
15

年
の
長
き
に
亘
り
務
め
て
き
ま
し
た
佐
藤
嘉

恭
前
理
事
長
が
逝
去
致
し
ま
し
た
。
生
前
の

ご
支
援
、
ご
厚
誼
に
当
協
会
と
し
て
も
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同
時
に
佐
藤
前
理

事
長
に
は
、
当
協
会
発
展
の
た
め
に
大
き
な

貢
献
を
し
て
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

２
０
２
３
年
１
月

一
般
財
団
法
人 

国
際
協
力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

重
家 

俊
範

APIC の主な動き　［ 2022 年 7 月～ 12 月 ］

7 月 APIC-MCT 協力事業　ミクロネシア連邦ポンペイ州キチ地区
チャマラロン村の配水管取り換え工事支援

9 月 第 387 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省前アフリカ部長　米谷 光司 氏）

第 386 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務審議官（経済担当）　鈴木 浩 氏）

トリニダード・トバゴでの日本語スピーチコンテスト支援
（2022 年度）

第 4 期 APIC-MCT 留学生ダーラさんと第 5 期ザビエル留学生
クロエさん＆ポールさんが上智大学・大学院を卒業

第 6 期 APIC-MCT 留学生ノーヴァーさんが上智大学大学院に入学

11 月

第 389 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省軍縮不拡散・科学部長　海部 篤 氏）

12 月 第 390 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省総合外交政策局長　市川 恵一 氏）

10 月 島根県海士町で第 3 回国際講座「夢ゼミ」開講

ジャマイカ農業・漁業大臣招待計画

太平洋・カリブ記者招待計画 2022

バルバドス若手リーダー招待計画

第 388 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省中東アフリカ局長　長岡 寛介 氏）
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太
平
洋
・
カ
リ
ブ
記
者
招
待
計
画
２
０
２
２

　

２
０
２
２
年
10
月
15
日
～
25
日
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
は
公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
Ｊ
）の
協
力
の
も
と
、「
太

平
洋
・
カ
リ
ブ
記
者
招
待
計
画
」
を
実
施
し

ま
し
た
。「
環
境
保
護
と
防
災
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
太
平
洋
島
嶼

国
か
ら
３
名
、
カ
リ
ブ
諸
国
か
ら
２
名
の
計

５
名
の
記
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
国
・
地
域
が
抱
え
る
環
境
・
防
災
面
の

課
題
の
解
決
に
貢
献
し
う
る
日
本
の
先
進
的

な
取
り
組
み
や
観
光
に
つ
い
て
、
都
内
の
ほ

か
神
奈
川
県
横
浜
市
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
、

姶
良
市
、
大
崎
町
お
よ
び
宮
城
県
名
取
市
、

仙
台
市
で
取
材
を
し
ま
し
た
。本
年
度
は
フ
ィ

ジ
ー
か
ら
サ
マ
ン
サ
・
マ
ジ
ッ
ク
氏
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
か
ら
オ
フ
ァ
ニ
・
エ
レ
マ
エ
氏
、

サ
イ
パ
ン
か
ら
Ｋ
‐
ア
ン
ド
レ
ア
・
エ
ヴ
ァ

ロ
ー
ズ
・
リ
モ
ル
氏
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
ア

ン
ド
レ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
、
バ
ル
バ
ド
ス

か
ら
ヘ
ザ
ー
リ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ソ
ン
氏
が
参

加
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
フ
ロ
イ
ド
・
タ
ケ
ウ

チ
氏
、
副
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ド
ー

ン
・
マ
タ
ス
氏
の
２
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
各
記
者
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
の
下
、
毎

日
取
材
を
終
え
た
後
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

記
事
を
必
ず
１
本
以
上
執
筆
す
る
と
い
う
決

ま
り
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

10/15（土） 来日

10/16（日） 都内視察

10/17（月）
APIC によるプログラムオリエンテーション
外務省ブリーフィング（カリブ室、大洋州課）
JICA ブリーフィング

10/18（火）
WOTA 株式会社、横浜市民防災センター 訪問
鹿児島へ移動

10/19（水）
海洋ごみの清掃船「きんこう」 視察
大崎町ごみリサイクルの視察

10/20（木）
大崎町ごみ出し視察・住民へのインタビュー
鹿児島市ブリーフィング（桜島火山防災対策）
桜島ビジターセンター等の見学施設 訪問

10/21（金）
重富海岸自然ふれあい館「なぎさミュージアム」訪問
仙巌園にて庭園探索、文化体験

10/22（土）
仙台へ移動（伊丹経由）
名取市震災復興伝承館 訪問

10/23（日）

ゆりあげ港朝市 視察
震災遺構（仙台市立荒浜小学校、荒浜慰霊碑、避難の
丘）視察
東京へ移動

10/24（月）

東京都ブリーフィング
晴海五丁目西地区（HARUMI FLAG）、環境先進都市モ
デル等 視察
プログラム修了式・APIC 重家理事長主催夕食会

10/25（火） 自由時間

10/26（水） 離日

滞在中の主なスケジュール

参加者一覧

Photos by Floyd Takeuchi

太平洋・カリブ事業

取
材
中
、
記
者
た
ち
か
ら
は
積
極
的
に
質
問

が
挙
が
り
、
日
本
の
防
災
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
な
お
、
地
方
視
察
は
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
佐
藤
常
務
理
事
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
２
０
１
５
年
に
第
１
回
が
実
施

さ
れ
た
後
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
に
２
０
２
０
年
と
２
０
２
１

年
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
に
再
開

さ
れ
、
通
算
６
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊

◆
都
内
視
察
（
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
）

　

17
日
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
延
期
に
な
っ
て

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
、
喜
び
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
外
務
省
を
訪
問
し
、
太
平
洋
島
嶼

国
の
記
者
と
カ
リ
ブ
諸
国
の
記
者
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
大
洋
州
課
、

中
南
米
局
中
米
カ
リ
ブ
課
か
ら
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
も
同
様

に
分
か
れ
、
担
当
課
か
ら
各
地
域
へ
の
支
援

等
に
関
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
ま
し

た
。
最
後
に
気
象
庁
を
訪
問
し
、
防
災
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
日

本
の
防
災
技
術
や
気
象
に
関
す
る
観
測
体
制

フィジー

サマンサ・マジック
Ms. Samantha Magick
「Islands Business」誌

編集長

ジャマイカ

アンドレ・ウィリアムズ
Mr. Andre Williams
「The Gleaner」紙

記者

ソロモン諸島

オファニ・エレマエ
Mr. Ofani Eremae
「Island Sun」紙

編集長

バルバドス

ヘザー・リン・エヴァンソン
Ms. Heather-Lynn Evanson

「The Nation」紙
シニア記者

サイパン

K-アンドレア・エヴァローズ・リモル
Ms. K-Andrea Evarose Limol

「Marianas Variety News & Views」紙 
記者

プログラム・コーディネーター

フロイド・タケウチ
Mr. Floyd Takeuchi

プログラム・
コーディネーター

ドーン・マタス
Ms. Dawn Matus

プログラム・
副コーディネーター

横浜市民防災センターにて／ Photo by Floyd Takeuchi

APIC ブリーフィングにて

を
取
材
し
ま
し
た
。

　

18
日
は
、
小
規
模
分
散
型
水
循
環
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
水
処
理
自
律
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
通
し
て
、
世
界
の
水
問
題
に
貢
献
す
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ａ
株
式
会
社
を
訪

問
し
、
水
を
循
環
利
用
し
た
水
再
生
処
理
プ

ラ
ン
ト
「
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
や
水
循
環
型

手
洗
い
ス
タ
ン
ド
「
Ｗ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
」
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
の
水
問
題
の
解
決
、
防
災
力
の
向

上
に
貢
献
す
る
事
業
と
し
て
カ
リ
ブ
地
域
の

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
で
の
取
り
組
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太平洋・カリブ事業 太平洋・カリブ事業

み
に
つ
い
て
も
話
を
聞
い
た
後
、
製
品
の
デ

モ
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
横
浜
市
の

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
今
年
４
月

に
新
た
に
導
入
し
た
「
水
災
害
体
験
装
置
」

や
、「
減
災
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」
を
使
っ

た
体
験
に
参
加
し
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
行

動
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
同
施
設
の
役
割
に
つ

い
て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
鹿
児
島
に
て
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
、
桜

島
火
山
防
災
モ
デ
ル
な
ど
を
視
察

　

鹿
児
島
に
移
動
し
、
翌
19
日
に
は
鹿
児
島

清
港
を
訪
問
し
ま
し
た
。
清
掃
区
域
や
ご
み

の
種
類
、
回
収
ご
み
の
処
理
方
法
等
に
つ
い

て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
後
、
船
長
、

甲
板
員
と
と
も
に
清
掃
船
「
き
ん
こ
う
」
に

乗
船
し
、
本
港
区
及
び
新
港
区
に
お
け
る
海

面
清
掃
の
流
れ
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
崎
町
を
２
日
間
に
分
け
て
視
察

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
初
日
は
有
機
工
場
、

埋
立
最
終
処
分
場
、
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
へ
訪
問
し
ご
み
処
理
の
様
子
な
ど
の
見

学
・
取
材
を
行
っ
た
後
、
東
靖
弘
町
長
へ
の

表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
20
日
早
朝
は
、
大
崎
町
ご
み
出
し
視
察
・

住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
月
に
１

度
の
資
源
ご
み
の
回
収
日
に
合
わ
せ
て
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪
問
し
、
住
民
た
ち
が

実
際
に
分
別
し
な
が
ら
ご
み
出
し
を
し
て
い

る
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
住
民
の
出
す
ご
み
の
分

別
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
住
民
た
ち
に
実
際

に
埋
立
地
を
み
て
も
ら
う
機
会
の
創
出
や
、

課
題
と
し
て
若
い
指
導
者
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
等
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
鹿
児
島
市
の
桜
島
と
共
生
す

る
た
め
の
取
り
組
み
、
火
山
防
災
の
モ
デ
ル

と
し
て
国
内
外
の
火
山
地
域
の
被
害
軽
減
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
火
山
防
災
ト
ッ

プ
シ
テ
ィ
」
構
想
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
ま
し
た
。
他
に
も
桜
島
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
、
桜
島
国
際
火
山
砂
防
セ
ン
タ
ー
、

黒
神
埋
没
鳥
居
な
ど
を
視
察
し
、
桜
島
の
噴

火
の
歴
史
や
自
然
、
観
測
・
防
災
設
備
に
つ

い
て
映
像
や
展
示
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

21
日
は
重
富
海
岸
自
然
ふ
れ
あ
い
館
「
な

ぎ
さ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
姶
良
市
）
を
訪
問

し
、
重
富
海
岸
に
お
け
る
環
境
学
習
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け

た
上
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
仙
巌
園
で
庭
園
の
散
策
、

鹿
児
島
文
化
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

◆
宮
城
に
て
震
災
遺
構
な
ど
視
察

　

22
日
に
は
宮
城
へ
移
動
し
、
東
日
本
大
震

災
の
津
波
に
よ
り
７
０
０
人
以
上
が
犠
牲

に
な
っ
た
名
取
市
閖ゆ

り
あ
げ上

地
区
を
訪
れ
、
名
取

市
震
災
復
興
伝
承
館
、
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
公

園
（
日
和
山
・
慰
霊
碑
）
を
取
材
し
ま
し
た
。

被
災
者
の
実
体
験
を
含
め
、
震
災
前
の
閖
上

地
区
の
様
子
や
震
災
当
時
の
様
子
、
現
在
の

名
取
市
の
状
況
に
至
る
ま
で
、
詳
し
く
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
23
日
は
、
震
災
に
よ
る
大
き
な
被
害
か

ら
復
活
し
、
閖
上
で
毎
週
日
曜
と
祝
日
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
ゆ
り
あ
げ
港
朝
市
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
朝
市
の
歴
史
や
、
震
災
時
の

避
難
所
へ
の
食
料
支
援
等
、
震
災
以
後
の
取

り
組
み
を
中
心
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
は
震
災
遺
構
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る

仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
を
訪
問
し
、
校
舎
の

WOTA 株式会社にて取材中の様子

被
害
状
況
や
、
当
時
の
地
震
発
生
か
ら
避
難
、

救
助
ま
で
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

◆
再
び
都
内
視
察
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
式

　

東
京
へ
移
動
し
、
翌
24
日
は
「『
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
東
京
戦
略
』
と
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
拡
大
」
に
つ
い
て
、
東
京
都
産

業
労
働
局
の
担
当
者
か
ら
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
都
内
を
運
行

す
る
燃
料
電
池
バ
ス
に
水
素
燃
料
を
充
填
す

る
様
子
を
取
材
し
て
実
際
に
試
乗
し
た
り
、

東
京
・
晴
海
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
跡
地
に
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ（
晴

海
フ
ラ
ッ
グ
）」
の
開
発
の
様
子
を
取
材
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
式
・
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
重
家
理
事
長
主
催
の
夕
食
会
が
開
催
さ

れ
、
各
記
者
は
滞
在
中
、
取
材
を
行
っ
て
き

た
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
記
者
た
ち
か
ら

は
、
環
境
・
防
災
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か

ら
取
材
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
、
災
害
や
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
す
る
日
本
の
対

応
が
い
か
に
自
分
た
ち
の
島
国
に
関
連
し
て

い
る
か
を
理
解
で
き
た
な
ど
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。

1.  海面清掃中の様子　2.  清掃船「きんこう」　3. 大崎町ごみ出し視察 　4.  桜島とともに　5.  黒神埋没鳥居

1.  名取市震災メモリアル公園（日和山）にて
     取材中の様子
2.  震災遺構 仙台市立荒浜小学校
3.  「HARUMI FLAG」の説明を受ける記者団
4.  プログラム修了式にて

1

1

4

3

２

２

3

4

5
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ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

銘
板
と
案
内
板
の
作
成
・
設
置

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
キ
チ
地
区

チ
ャ
マ
ラ
ロ
ン
村
の
配
水
管
取
り
換
え
工
事
支
援

太平洋事業 太平洋事業

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
ポ
ン
ペ
イ
州
）
の
文
化
保
存
お
よ
び
観

光
促
進
を
目
的
と
し
て
、
外
務
省
の
「
草

の
根
文
化
無
償
資
金
協
力
」
に
よ
り
、「
ナ

ン
マ
ト
ル
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
遺
跡
保
存

の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
在
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
日
本
国
大
使
館
と
の
協
力
で
、
セ
ン
タ
ー

の
入
り
口
に
銘
板
と
案
内
板
の
作
成
・
設

置
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
は
、
お
よ
そ
１
０
０
の

人
工
島
か
ら
な
る
太
平
洋
地
域
で
最
大
の
遺

跡
で
す
。
２
０
１
６
年
７
月
に
ユ
ネ
ス
コ
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時

に
危
機
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

主
な
理
由
と
し
て
、
遺
跡
お
よ
び
周
辺
環
境

の
保
全
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
管

理
と
運
営
シ
ス
テ
ム
の
不
備
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
建
設
さ
れ
た
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
遺
跡
の
保
護
を
目
的
と
し
、

訪
問
者
の
動
線
管
理
や
人
数
制
限
の
ほ
か
、

専
門
ガ
イ
ド
の
育
成
、
訪
問
者
や
現
地
住
民

へ
の
遺
跡
に
関
す
る
理
解
促
進
と
教
育
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
計
画
で
す
。

　

な
お
、
２
０
２
２
年
12
月
現
在
、
本
セ
ン

タ
ー
は
運
営
準
備
中
で
、
一
般
公
開
の
時
期

に
つ
い
て
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
２
０
２
２
年
７
月
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金
（M

icronesia 

Conservation Trust

：
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
か
ら

協
力
要
請
を
受
け
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

ポ
ン
ペ
イ
州
キ
チ
地
区
チ
ャ
マ
ラ
ロ
ン
村

（Toam
w

oaroahlong

）
の
配
水
管
取
り

換
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
と
し
て
１
１
，

２
０
０
ド
ル
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

チ
ャ
マ
ラ
ロ
ン
村
は
、
ポ
ン
ペ
イ
州
の
中

で
、
近
く
に
大
き
な
川
が
流
れ
て
い
な
い
数

少
な
い
村
の
う
ち
の
一
つ
で
、
住
民
の
水
源

は
小
さ
な
湧
き
水
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
で
、

①
同
村
の
約
８
０
０
名
の
住
民
に
清
潔
な
水

を
提
供
す
る
②
水
を
媒
介
と
す
る
感
染
症
な

ど
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
③
長
期
に

わ
た
り
安
全
な
水
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
村
の
湧
き
水
を
２
つ
の
貯
水
タ
ン
ク

に
つ
な
げ
、
村
の
世
帯
ご
と
に
適
切
に
分
配

さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
存
の

配
水
シ
ス
テ
ム
の
修
復
を
行
い
、
老
朽
化
お

ビジターセンター入口に設置された銘板

左：遺跡があるポンペイ島の地図／右：ナンマトル遺跡

同じく設置された案内板

よ
び
腐
食
し
た
金
属
製
の
パ
イ
プ
を
耐
久

性
・
安
全
性
に
優
れ
た
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
（
Ｐ

Ｖ
Ｃ
）
パ
イ
プ
に
取
り
換
え
ま
し
た
。
設
置

作
業
に
は
現
地
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
設
備
に
よ
り
、
各
家
庭

へ
週
ご
と
に
少
な
く
と
も
１
，
０
０
０
ガ
ロ

ン
の
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
全
て

の
家
庭
は
24
時
間
い
つ
で
も
清
潔
な
水
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
設
置
に
あ

た
り
、
２
，
０
０
０
以
上
の
水
道
管
と
蛇
口

が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
約
３
，
０
０
０
ガ
ロ

ン
の
古
い
貯
水
タ
ン
ク
も
修
理
さ
れ
、
干
ば

つ
の
間
の
一
時
的
な
貯
水
タ
ン
ク
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
も
Ｍ
Ｃ
Ｔ
を
通

じ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
で
配
水
管
取
り
換

え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
も
現
地
住
民
と
の
協
力
で
環
境
改
善
へ

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
Ｍ

Ｃ
Ｔ
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
の
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

ジ
ャ
マ
イ
カ
農
業
・
漁
業
大
臣
招
待
計
画

10/11（火） 来日

10/12（水）
SCAJ ワールド スペシャルティコーヒー カン
ファレンス アンド エキシビション 2022 訪問
外務省、農林水産省 表敬訪問

10/13（木）
水産研究・教育機構（横浜）訪問
丸紅とのワーキングランチ
JICA 宮崎理事と面会

10/14（金）
勝山漁業協同組合（千葉県鋸南町）訪問
千葉大学（柏の葉キャンパス）訪問
APIC 重家理事長主催 歓迎夕食会

10/15（土） 京都へ移動、市内観光

10/16（日） 京都市内観光、東京へ移動

10/17（月） 離日

滞在中の主なスケジュール

　

２
０
２
２
年
10
月
11
日
か
ら
17
日
に
か
け

て
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
パ
ー
ネ
ル
・
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
（The H

on. Pearnel 

Charles Jr., M
P

）
農
業
・
漁
業
大
臣
を
招

待
し
ま
し
た
。
大
臣
に
は
、
農
業
・
漁
業
省

の
ダ
ー
モ
ン
・
ス
ペ
ン
ス
事
務
次
官
（M

r. 

D
erm

on Spence

）及
び
水
産
庁
の
ガ
ビ
ン
・

ベ
ラ
ミ
ー
長
官
（D

r. Gavin Bellam
y

）

が
同
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
日
は
、
10
月

12
日
～
14
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
た
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｊ 

ワ
ー
ル
ド
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

ア
ン
ド 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン 

２
０
２
２
（
コ
ー
ヒ
ー
に

特
化
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ア
ジ
ア
最
大
の

国
際
見
本
市
）
へ
の
参
加
に
合
わ
せ
た
も
の

で
、
外
務
省
政
務
官
、
農
水
省
副
大
臣
表
敬

の
ほ
か
、
丸
紅
株
式
会
社
と
の
ワ
ー
キ
ン
グ

ラ
ン
チ
、
横
浜
の
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産

研
究
・
教
育
機
構
水
産
資
源
研
究
所
、
千
葉

の
勝
山
漁
協
（
海
上
養
殖
の
視
察
）、
千
葉

大
学
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
（
植
物
工
場
）
の

視
察
な
ど
、
水
産
業
と
ス
マ
ー
ト
農
業
に
力

を
入
れ
た
い
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
要
望
に
応
じ
た

日
程
を
組
み
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
荒
木
事
務

局
長
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
初
日
は
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
駐

日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
が
イ
ベ
ン
ト
開
会
式
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
出
席
し
、
続
い
て
大
臣
が

ジ
ャ
マ
イ
カ
コ
ー
ヒ
ー
の
ブ
ー
ス
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
会
場
で
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
上
島
会
長
と
も

会
談
し
、
世
界
的
に
有
名
な
「
ブ
ル
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
」
の
輸
出
国
で
あ
る
ジ
ャ

マ
イ
カ
の
農
業
・
漁
業
大
臣
と
し
て
日
本
の

コ
ー
ヒ
ー
輸
入
業
者
協
会
と
面
談
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
外
務
省
の
秋
本
政
務
官
、
続
い

て
農
水
省
の
勝
俣
副
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
秋
本
政
務
官
は
、
前
週
に
ジ
ャ
マ
イ

カ
を
訪
問
し
、
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

ま
た
、
一
行
が
政
務
官
の
地
元
で
あ
る
千

葉
（
千
葉
漁
港
・
千
葉
大
）
を
訪
問
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
大
歓
迎
で
し
た
。
農
水
省
の

勝
俣
副
大
臣
は
、
秋
本
政
務
官
と
当
選
同
期

と
い
う
こ
と
で
、
政
務
官
か
ら
チ
ャ
ー
ル
ズ

大
臣
の
訪
日
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と

や
、
自
分
の
選
挙
区
は
漁
港
の
あ
る
沼
津
な

の
で
機
会
が
あ
れ
ば
訪
問
し
て
日
本
の
漁
業

を
視
察
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。
大
臣
か
ら
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
も
ス
マ
ー

ト
農
業
・
ス
マ
ー
ト
漁
業
を
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
今
回
の
訪
問
で
学
ん
で
帰
り

た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
横
浜
の
国
立
研
究
開
発
法
人
水

産
研
究
・
教
育
機
構
を
訪
問
し
、
同
機
構
が

過
去
60
年
に
わ
た
り
、
海
洋
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
収
集
と
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
海

水
温
度
と
漁
獲
高
、
捕
獲
し
た
魚
類
の
年
齢

の
分
析
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

同
機
構
の
特
色
と
し
て
水
産
大
学
・
大
学
院

を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
大
臣
も
ベ
ラ
ミ
ー
水
産

庁
長
官
も
、
同
国
で
ロ
ブ
ス
タ
ー
や
コ
ン
ク

貝
の
養
殖
業
の
振
興
を
図
り
た
い
と
の
観
点

か
ら
、
同
機
構
か
ら
の
協
力
を
要
請
し
て
い

1.  ジャマイカ大使公邸にて　2.  SCAJ2022 開会式にて　3.  ジャマイカコーヒーのブースにて

1

２

４

1.  外務省 秋本政務官（右）と
2.  農水省 勝俣副大臣（左から 2 番目）と

1

２

２

１

３

3

　

午
後
に
、
千
葉
大
学
の
柏
の

葉
キ
ャ
ン
パ
ス
植
物
工
場
で
高

垣
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
同
植
物
工
場

の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
に
、

ル
ナ
助
教
受
に
植
物
工
場
の
案

内
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

同
日
夕
方
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
重
家

理
事
長
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
を

如
水
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

リ
チ
ャ
ー
ズ
駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ

大
使
を
始
め
、
外
務
省
の
小
林

中
南
米
局
長
、
農
水
省
の
川
上

国
際
調
整
官
、
元
駐
ジ
ャ
マ
イ

カ
大
使
（
高
瀬
大
使
、中
野
大
使
、

山
崎
大
使
）、
な
ど
が
出
席
し
、

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

ま
し
た
。
同
国
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
要

請
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
と
い
う
回
答
で
し

た
。
午
後
は
、
大
使
公
邸
に
お
い
て
、
丸
紅

と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
ン
チ
で
、
丸
紅
は
電
力

分
野
で
は
同
国
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
水
産
分
野
で
の
協
力
を
大
臣
か

ら
も
要
請
し
ま
し
た
。
丸
紅
と
し
て
も
、
移

動
式
の
冷
凍
庫
の
導
入
な
ど
、
今
後
、
ど
う

い
う
協
力
が
可
能
か
検
討
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
訪
問
し
、

宮
崎
理
事
と
面
談
し
ま
し
た
。

　

翌
14
日
は
、
千
葉
県
鋸
南
町
の
勝
山
漁
協

を
訪
問
し
、
同
県
で
唯
一
海
上
の
養
魚
場
を

有
す
る
勝
山
漁
港
で
、
漁
船
に
乗
っ
て
生
け

簀
ま
で
行
き
、
真
鯛
と
シ
マ
ア
ジ
の
水
揚
げ

の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
ま
し
た
。
下
船

後
は
、
漁
協
の
平
島
代
表
理
事
組
合
長
か
ら

漁
協
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た

が
、
大
臣
、
事
務
次
官
、
水
産
庁
長
官
か
ら

次
々
と
質
問
が
続
き
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
側
が
い
か
に
水
産
業

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
、
本
気
度
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
質
問
は
、

生
け
簀
の
サ
イ
ズ
か
ら
組
合

員
の
関
り
、
漁
協
の
運
営
に

関
す
る
こ
と
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
、
質
疑
応
答
で
１
時
間

を
要
し
ま
し
た
。

カリブ事業 カリブ事業

1.  勝山漁協にて視察中の様子
2.  千葉大学柏の葉キャンパスの植物工場を見学中の様子
3.4.  重家理事長主催 歓迎夕食会にて
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カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

バ
ル
バ
ド
ス
若
手
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

11/13（日） 来日

11/14（月）

上智大学大学院 あんまくどなるど教授と学生
とのラウンドテーブル
本所防災館（地震体験等）訪問
APIC 重家理事長主催 歓迎夕食会

11/15（火）
海洋研究開発機構（JAMSTEC）訪問
神奈川県立海洋科学高等学校 訪問
名古屋へ移動

11/16（水）
三重県志摩市へ移動
三重県水産研究所 訪問

11/17（木）
海女小屋体験（さとうみ庵）
鳥羽市立海の博物館 訪問

11/18（金）

鳥羽湾めぐり（遊覧船）
海島遊民くらぶによる漁師町の島ランチツアー

（答志島）
鳥羽マルシェ 視察

11/19（土） 伊勢神宮訪問、京都へ移動

11/20（日） 京都市内観光

11/21（月） 離日

滞在中の主なスケジュール
　

２
０
２
２
年
11
月
13
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
環
境
保
護
関
係
の
政
府

高
官
、
研
究
者
、
環
境
保
護
団
体
の
責
任
者

を
招
待
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
環
境
・
国

土
美
化
省
ブ
ル
ー
グ
リ
ー
ン
経
済
庁
水
産
局

長
の
ジ
ョ
イ
ス
・
レ
ス
リ
ー
女
史
（M

rs. 

Joyce Leslie

）、
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
ケ
ー

ブ
ヒ
ル
校
の
資
源
管
理
・
環
境
研
究
上
席
研

究
員
兼
シ
ニ
ア
講
師
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ

コ
ー
ニ
博
士
（D

r. Patrick M
cConney

）、

ブ
ル
ー
シ
ェ
ル
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
創
設

者
・
最
高
経
営
責
任
者
の
シ
ェ
リ
ー
ア
ン
・

コ
ッ
ク
ス
博
士
（D

r. Shelly-Ann Cox

）、

バ
ル
バ
ド
ス
環
境
保
護
協
会
最
高
責
任
者

の
チ
ェ
・
グ
リ
ニ
ッ
ジ
女
史
（M

s. Ché 

Greenidge

）
の
４
名
で
す
。
今
回
の
訪
日

は
、
在
バ
ル
バ
ド
ス
日
本
大
使
館
の
要
請
に

基
づ
く
も
の
で
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環

境
学
研
究
科
の
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
と
の
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
の
意
見
交
換
を
皮
切
り

に
、
横
須
賀
で
は
国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
お
よ
び
神

奈
川
県
海
洋
科
学
高
校
を
訪
問
、
三
重
県
に

移
動
し
て
三
重
県
水
産
研
究
所
視
察
、
海
女

試
験
養
殖
の
説
明
と
実
験
室
を
見
学
し
、
英

虞
湾
に
あ
る
海
洋
観
測
ブ
イ
ま
で
ボ
ー
ト
で

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
日

本
で
の
懇
切
丁
寧
な
対
応
に
感
動
し
て
い
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
午
前
中
に
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

記
念
館
訪
問
後
、
参
加
者
か
ら
の
要
望
で
和

具
漁
港
で
漁
船
を
見
た
後
、
市
場
も
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
さ
と
う
み
庵
」
に
て

海
女
小
屋
体
験
を
し
ま
し
た
が
、
海
女
に
対

す
る
参
加
者
の
関
心
が
高
く
、
多
く
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
は
、
鳥
羽
市
立
「
海

の
博
物
館
」
を
訪
問
し
、
館
長
か
ら
参
加
者

の
関
心
の
高
い
ま
ぐ
ろ
に
関
す
る
様
々
な
ト

ピ
ッ
ク
や
、
か
つ
お
の
話
、
木
造
船
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
も
多
く

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
18
日
は
、
鳥
羽
湾
め
ぐ
り
（
遊
覧
船
）

に
乗
船
後
、
海
島
遊
民
く
ら
ぶ
主
催
の
エ
コ

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー
で

は
、
参
加
者
の
関
心
が
あ
っ
た
漁
業
に
使
わ

れ
る
様
々
な
道
具
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、

旅
館
で
は
伊
勢
海
老
や
魚
介
類
を
見
学
、
ま

た
、
地
元
の
人
に
話
を
聞
い
た
り
、
の
り
の

養
殖
方
法
、
せ
り
や
市
場
の
仕
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
う
け
た
り
し
ま
し
た
。
更
に
、
実

際
の
せ
り
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
は
興
味
深
い
ツ
ア
ー
だ
っ
た
と
い
う
感
想

を
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。

カリブ事業 カリブ事業

小
屋
体
験
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
と
海
洋
・
水

産
関
連
の
視
察
を
重
点
に
行
い
、
最
後
に
伊

勢
神
宮
に
お
参
り
し
て
、
京
都
に
移
動
し
、

文
化
体
験
と
し
て
京
都
の
神
社
・
仏
閣
巡
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
初
日
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
お

い
て
重
家
理
事
長
、
佐
藤
常
務
理
事
、
荒
木

事
務
局
長
が
参
加
者
を
歓
迎
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
午

後
は
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究

科
の
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
、
大
学
院
生
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
く
ど
な
る
ど

教
授
に
よ
る
日
本
の
「
里
う
み
」
や
海
女
に

よ
る
海
の
環
境
・
海
洋
資
源
保
護
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
続
い
て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
環
境
保
護
の
テ
ー
マ
や
取
り
組

み
に
関
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
所
防
災
館
を
訪
問

し
、
地
震
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
夜
は
、

重
家
理
事
長
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
15
日
午
前
中
は
、
横
須
賀
の
国
立

研
究
開
発
法
人
海
洋
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

1.  APIC ブリーフィングにて
2.  上智大学まくどなるど教授・大学院生との意見交換
3.  重家理事長主催 歓迎夕食会にて

神奈川県立 海洋科学高等学校にてシミュレーター体験中

左：清水寺にて　右：三重県水産研究所にて

1

２

3

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
を
訪
問
し
、
海
洋
の
流
れ
や
海
流

の
調
査
、
海
洋
生
物
多
様
性
の
研
究
と
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
取
り
組
み
、
深
海
生
物
の
サ

ン
プ
ル
の
紹
介
を
受
け
た
後
、「
し
ん
か
い

６
５
０
０
」
の
実
物
大
模
型
の
内
部
を
見
学
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研
究
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
日
本
の
先

進
的
な
取
り
組
み
に
高
い
関
心
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
神
奈
川
県
に
唯
一
の
県
立
海
洋

科
学
高
校
を
訪
問
し
、
同
校
に
設
立
さ
れ
て

い
る
航
海
科
、
機
械
科
、
無
線
技
術
科
、
水

産
食
品
科
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
校

内
を
案
内
し
て
頂
き
、
授
業
の
様
子
を
見
学

し
ま
し
た
。
航
海
科
で
は
、シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
壁
一
面
に
投
影
さ
れ
る
東
京
湾
へ

の
入
港
の
操
舵
の
訓
練
を
体

験
し
ま
し
た
。
水
産
食
品
科

で
は
、
実
際
に
缶
詰
を
生
産

す
る
授
業
を
行
っ
て
お
り
、

同
校
の
特
色
あ
る
授
業
に
参

加
者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

翌
16
日
は
、
三
重
県
に
移

動
し
、
午
後
に
三
重
県
水
産

研
究
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

同
水
産
研
究
所
の
視
察
は
３

時
間
半
と
長
時
間
に
わ
た

り
、
海
流
の
変
化
の
調
査
、

真
珠
の
養
殖
、
伊
勢
エ
ビ
の

　

翌
日
の
午
前
中
に
伊
勢
神
宮
を
見
学
し
、

午
後
に
京
都
に
移
動
。
20
日
の
最
終
日
は
、

京
都
の
神
社
仏
閣
巡
り
で
、
日
本
の
文
化
を

学
び
ま
し
た
。
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ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
で
の
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
支
援（
２
０
２
２
年
度
）

　

２
０
２
２
年
９
月
30
日
に
、在
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
日
本
国
大
使
館
お
よ
び
西
イ

ン
ド
諸
島
大
学
（The U

niversity of the 

W
est Indies

：
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
セ
ン
ト
・
オ
ー

ガ
ス
テ
ィ
ン
校
言
語
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
で
、
第
５
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は

国
際
交
流
基
金
、
カ
リ
ビ
ア
ン
ガ
ス
化
学
社

（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
）
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
は
昨
年
同
様
、
協
賛
と
い
う
形
で
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初

と
な
る
対
面
形
式
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
賑
わ
い
の
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
はElem

entary Level

（
初

級
）、Interm

ediate Level

（
中
級
）
に
分

か
れ
て
実
施
さ
れ
た
の
ち
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
（
日
本
滞
在
歴
の
あ
る
学
習
者
）
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
級
に
は

３
名
、
中
級
に
は
２
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
初
級
は
「
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
の
観
光
地
や
お
す
す
め
の
場
所
」、
中
級

は
「
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
に
お
け
る
環

境
問
題
と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
写
真
を
見
せ
な
が

ら
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
中
級
で
は
日
本
語
で

の
簡
潔
な
質
疑
応
答
も
あ
り
ま
し
た
。
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
１
名
は
過
去
に
滞
在
し
て

い
た
広
島
県
福
山
市
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
に
と
っ

て
、
日
本
語
を
使
い
な
が
ら
自
分
の
考
え
を

表
現
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
言
語
学
習
セ
ン
タ
ー
関

係
者
の
ほ
か
、
松
原
在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト

バ
ゴ
日
本
国
大
使
、
審
査
員
と
し
て
松
原
大

使
夫
人
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
お
よ
び
国
際
交
流
基
金

メ
キ
シ
コ
事
務
局
関
係
者
の
出
席
が
あ
り
、

最
後
に
は
結
果
発
表
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
第
１
回
の
コ
ン
テ
ス

ト
か
ら
続
け
て
参
加
し
て
い
る
学
生
も
い
る

と
の
こ
と
で
、
日
本
語
学
習
に
対
し
積
極
的

な
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
で
は
多
く
の
学

生
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
て
お

り
、
現
地
の
日
本
語
や
日
本
文
化
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
今
後
も
日
本

へ
の
理
解
促
進
の
た
め
、
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

コンテスト出場者および関係者の方々（写真提供：在トリニダード・トバゴ日本国大使館）

西インド諸島大学
University of the West Indies (UWI)

西インド諸島の 17 の国と地域で英語による高等教
育を行う大学。4 つのキャンパス（ジャマイカのモ
ナ校、トリニダード・トバゴのセント・オーガスティ
ン校、バルバドスのケイブヒル校、アンティグア・
バーブーダのファイブアイランズ校）の他、通信制
のオープンキャンパスが各地にあり、英語を公用語
とするカリブ諸国における最古にして最大の高等教
育機関として、様々な分野に人材を輩出している。

上：松原大使（左から 3 番目）と入賞した学生たち
下：会場の様子

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催
さ
れ
る
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
で
は
、
外

務
省
幹
部
、
在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
時
局
の
外
交
課
題
や
激
動
す
る

国
際
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

す
。
現
職
の
外
務
事
務
次
官
や
外
務
省
局
長
、

一
時
帰
国
中
や
退
官
直
後
の
大
使
か
ら
、
い

ま
実
際
に
進
行
中
の
国
際
情
勢
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
質
の
高
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

機
会
と
し
て
、
参
加
者
か
ら
の
評
価
は
極
め

て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
鑑

み
、
２
０
２
１
年
５
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
配
信
も
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
感

染
状
況
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
み
も

し
く
は
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
に
切

り
替
え
な
が
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

講
演
会
当
日
は
入
館
時
の
検
温
、
手
指
消
毒
、

飲
食
時
を
除
き
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
回
避
と

身
体
的
距
離
を
取
っ
た
着
席
と
し
、
講
師
席

に
は
飛
沫
感
染
防
止
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

す
る
な
ど
、
感
染
防
止
の
た
め
の
万
全
の
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持
会
員
の
皆
様

に
は
自
動
的
に
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
非
会
員

で
参
加
を
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

誌
裏
表
紙
に
記
載
し
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務

局
の
連
絡
先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

講演会
事業

カリブ事業

講師・演題一覧（2022 年 7 月～ 12 月実施分）

【第 386 回早朝国際情勢講演会】
令和 4 年 7 月 21 日（木）
講師：外務審議官（経済担当）　鈴木 浩 氏
演題：「G7 エルマウ・サミット ー成果と展望ー」

【第 387 回早朝国際情勢講演会】
令和 4 年 9 月 8 日（木）
講師：外務省前アフリカ部長　米谷 光司 氏
演題：「日本のアフリカ外交と TICAD 8」

【第 388 回早朝国際情勢講演会】
令和 4 年 10 月 20 日（木）
講師：外務省中東アフリカ局長　長岡 寛介 氏
演題：「最近の中東・北アフリカ情勢と日本」

【第 389 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 4 年 11 月 17 日（木）
講師：外務省軍縮不拡散・科学部長　海部 篤 氏
演題：「日本の軍縮・不拡散外交をめぐる最近の
　　　動きと今後の展望」

【第 390 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 4 年 12 月 15 日（木）
講師：外務省総合外交政策局長　市川 恵一 氏
演題：「国際情勢と日本の外交安全保障」
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島
根
県
海
士
町
で
第
３
回
国
際
講
座
「
夢
ゼ
ミ
」
開
講

　

２
０
２
２
年
10
月
３
日
、
海
士
町
「
隠
岐

國
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
島
根
県
立

隠
岐
島
前
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
第
３
回

国
際
講
座
「
夢
ゼ
ミ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理
事
の
村
上
洋 

元
東
レ

株
式
会
社
取
締
役
。
本
講
座
に
は
島
前
高
校

生
12
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
海

士
町
と
の
間
に
は
国
際
文
化
交
流
面
で
の
相

互
協
力
を
謳
っ
た
包
括
的
連
携
協
定
（
Ｍ
ｏ

Ｕ
）
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
士
町
の
青

少
年
の
国
際
化
を
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
協
力
の
一
環
で
、
こ
れ
ま
で
、
山
本
達
也

理
事
（
第
１
回
）、
佐
藤
昭
治
常
務
理
事
（
第

２
回
）
の
合
計
２
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
村
上
理
事
か
ら
、
①
自
己
紹
介
②

東
レ
の
紹
介
＆
東
レ
で
経
験
し
た
こ
と
③
会

社
は
誰
の
も
の
か
？
④
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を

ど
う
生
き
る
か
？
と
い
う
構
成
で
講
演
し
、

そ
の
後
、
学
生
か
ら
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
、

各
自
の
関
心
箇
所
に
つ
い
て
、
自
由
に
質
問

を
受
け
付
け
る
対
話
形
式
で
進
行
し
ま
し

た
。
対
話
時
間
を
多
め
に
と
っ
た
た
め
、
質

問
は
活
発
に
行
わ
れ
、
村
上
理
事
の
キ
ャ
リ

ア
で
の
苦
労
や
東
レ
の
商
品
や
製
造
し
て
い

る
素
材
の
話
題
等
、
多
岐
に
渡
り
、
学
生
各

自
の
関
心
事
項
に
つ
い
て
も
学
び
を
深
め
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

　

翌
日
、
海
士
町
役
場
に
て
、
大
江
和
彦
町

長
へ
表
敬
訪
問
、
濱
中
香
里
人
づ
く
り
特
命

担
当
課
長
か
ら
海
士
町
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
海
士
町
内
を
周
回
し
、
後

鳥
羽
上
皇
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
隠
岐
神
社
、

島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
等
学
校
、
隠
岐
國
学

習
セ
ン
タ
ー
、ホ
テ
ル”Entô

（
エ
ン
ト
ウ
）”

等
を
視
察
し
、
海
士
町
の
歴
史
、
教
育
、
観

光
等
に
つ
い
て
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「ザビエル留学生奨学金」は 2014 年に始まっ

た奨学金制度で、ミクロネシア連邦チューク

州にあるザビエル高校・上智大学・APIC の

三者間の合意に基づき、ザビエル高校から

上智大学への留学生を支援するプログラムで

す。本奨学金制度により、これまでに 6 名

が上智大学を卒業しました。現在 1 名の学

生がキャンパスに通い、勉学に励んでいます。

ザビエル留学生

「APIC-MCT 留学生奨学制度」は、上智大学・ミクロ

ネシア自然保護基金（Micronesia Conservation Trust：

MCT）・APIC の三者間の合意に基づき、ミクロネシア

3 カ国からの留学生を受け入れ、上智大学大学院地球

環境学研究科での修士号取得を支援するプログラムで

す。2017 年のプログラム開始以降、これまでに 7 名

が卒業しました。現在 3 名の学生がそれぞれの研究

テーマを持ちながら日々、研究に打ち込んでいます。

APIC-MCT 留学生
留
学
生
支
援
事
業

隠岐國学習センターとは

隠岐島前高校と連携した公立塾。幅広い学力
層の生徒の学習をサポートし、進路実現を支
援するために設立された。「グローカル人材
の育成」という島前高校と共通の目標を掲げ、
ひとりひとりの進路実現を支援している。

夢ゼミとは

隠岐國学習センターのカリキュラムのうちの
一つ。対話や実践を通して自分の興味や夢を
明確にしていくための授業。

※隠岐國学習センター公式ウェブサイト
（http://okilc.dozen.ed.jp/）より引用

講演会
事業

授
の
方
々
や
学
友
た
ち
か
ら
で
き
る
だ
け

多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
母
国
に
戻
り
、
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
政
府
で
働
き
、

私
た
ち
の
国
が
直
面
し
て
い
る
環
境
問
題

や
課
題
に
対
す
る
最
善
の
解
決
策
を
見
つ

け
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
こ
日
本
で
研
究
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
し
て
く
れ
たAPIC

に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
学
生
を
継
続
的
に

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
るAPIC

重
家
俊

範
理
事
長
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。Kom

m
ol Tata! （

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
）

第
６
期
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
が
上
智
大
学
大
学
院
に
入
学

　

日
本
に
来
る
こ
と
は
、
島
国
出
身
の
自

分
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
最
初
に
東
京
に
着
い
た
と

き
、
人
生
に
お
け
る
多
く
の
困
難
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
違
う
惑
星
に
い
る
か
と
感
じ

ま
し
た
！
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
で
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
に
囲
ま
れ
て
、

と
て
も
興
奮
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
住
む

太
平
洋
の
島
に
は
な
い
も
の
で
し
た
。

　

日
本
に
来
た
時
の
人
生
経
験
以
外
に
も
、

上
智
大
学
で
の
学
生
生
活
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
上
智
大
学
は
私
が
通
っ
た
中
で
も

素
晴
ら
し
い
大
学
の
一
つ
で
す
。
様
々
な

民
族
性
や
文
化
的
背
景
を
持
つ
親
切
な
学

生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
が
所
属
し
て

い
る
地
球
環
境
学
研
究
科
で
は
、
私
が
つ

い
先
日
初
め
て
日
本
に
来
た
と
き
に
経
験

２
０
２
２
年
９
月
20
日
、
第
６
期
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と
し
て
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
出
身
の
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
・

ジ
ュ
リ
ア
（Nover Juria

）
さ
ん
が

上
智
大
学
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
に
あ
た
っ
て
コ
メ
ン
ト
を
も
ら

い
ま
し
た
。（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
和
訳
）

し
た
困
難
と
同
じ
も
の
を
経
験
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
、
様
々
な
国
籍
の
学
生
と
出
会

い
ま
し
た
。
彼
ら
は
自
分
の
母
国
に
お
け

る
環
境
問
題
を
説
明
す
る
場
合
に
は
よ
く

問
題
点
を
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
発
表
し

た
り
、
議
論
す
る
段
に
な
る
と
時
と
し
て

消
極
的
に
な
り
ま
す
。

　

上
智
大
学
に
通
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。
ま
だ
数
週
間
し
か
大
学
に
通
っ

て
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

せ
ん
が
、
担
当
教
授
だ
け
で
な
く
学
生
た

ち
か
ら
も
、
既
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
特
に
気
に
入
っ

て
い
て
、
か
つ
、
学
生
の
学
習
向
上
に
役

立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
教
授

の
方
々
が
講
義
の
後
、

学
生
に
さ
せ
て
い
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
。
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
私
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
向
上
さ
せ
、
講

義
に
対
す
る
考
え
方
を

広
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

上
智
大
学
で
修
士
号

を
取
得
す
る
た
め
、
教
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第
４
期
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と

第
５
期
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
が

上
智
大
学
・
大
学
院
を
卒
業

　

２
０
２
２
年
９
月
20

日
、
第
４
期
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
の

ダ
ー
ラ
・
ヤ
ッ
テ
ィ
ル

マ
ン
さ
ん
と
、
第
５
期

ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
の
ク

ロ
エ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
さ

ん
と
ポ
ー
ル
・
チ
ャ
ー

リ
ー 

Ｊ
ｒ
．
さ
ん
が
上

智
大
学
・
大
学
院
を
卒

業
し
ま
し
た
。
ダ
ー
ラ

さ
ん
は
上
智
大
学
大
学

院
地
球
環
境
学
研
究
科

で
２
年
間
、
ク
ロ
エ
さ

ん
と
ポ
ー
ル
さ
ん
は
上

智
大
学
国
際
教
養
学
部

で
４
年
間
、
勉
学
に
励

み
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
で
の
学
生
生
活
を
経
験
で

き
た
の
は
最
も
思
い
出
深
い
こ
と
で
し

た
。
大
学
へ
通
学
す
る
こ
と
も
興
味
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
に
は
多
様
な
学

生
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
一
層
学
校
を

魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
。
国
際
色
豊
か

な
友
人
を
た
く
さ
ん
作
れ
ま
し
た
し
、

彼
ら
は
私
の
日
本
滞
在
を
最
高
な
も
の

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
．
上
智
大
学
や
日
本
に
来
て
良
か
っ

た
と
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。
何
か

目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
か
。

　

上
智
大
学
に
来
て
一
番
良
か
っ
た
の

は
、
と
て
も
多
様
性
の
あ
る
大
学
に
通

え
た
こ
と
で
す
。
様
々
な
背
景
と
文
化

を
持
つ
人
と
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
自
分
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
人
生

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
上
智

大
学
で
経
験
し
た
特
別
な
瞬
間
の
あ
り

が
た
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

５
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

大
学
院
を
卒
業
し
、
母
国
で
数
年
間

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
２
年
間
、
私
を
指
導
し
て
く
れ
た

教
員
の
方
々
か
ら
も
っ
と
学
び
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
日
本
に
留
学
す
る
学
生

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
に
自
信
が
な
い
と
き
も
、
常
に

目
標
を
高
く
持
ち
ま
し
ょ
う
！

卒業生へのインタビュー

上智大学・大学院を卒業した第 4 期 APIC-MCT 留学生のダーラさん、
第 5 期ザビエル留学生のクロエさんとポールさんに、在学中の経験や
今後の目標についてインタビューを行いました。

１
．
上
智
大
学
大
学
院
で
の
学
生
生
活

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で

学
ぶ
こ
と
を
決
断
し
た
理
由
は
何
で
す

か
。
ど
の
よ
う
な
勉
強
・
研
究
を
し
て

い
ま
し
た
か
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
に
あ
る
大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
、
大

学
院
に
行
く
前
に
２
年
ほ
ど
働
こ
う
か

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
前
に
、

友
人
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ-

Ｍ
Ｃ
Ｔ
奨
学
金

に
つ
い
て
聞
き
、
地
球
環
境
学
を
専
門

と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
知
っ
て
、
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。

２
．
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
学

生
生
活
で
し
た
か
。

　

最
初
の
学
期
は
と
て
も
難
し
く
感
じ

ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
授
業
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時

差
も
あ
っ
た
せ
い
で
余
計
厳
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。
時
差
に
適

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ス
ム
ー
ズ

に
講
義
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

３
．
日
本
滞
在
中
、
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

第 4 期 APIC-MCT 留学生

ダーラ・ヤッティルマン さん
Ms. Darla Yatilman

INTERVIEW
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A Yapese who recently graduated with 
her MA in Environmental Studies was 
one of the top academic students who 
represented Sophia University’s Graduate 
School of Environmental Studies at the re-
cent main graduation ceremonies in Tokyo. 
Darla Yatilman, whose family is Yapese 
but was raised on Pohnpei, also had the 
second highest grade point average of all 
2022 graduates of the Graduate School of 
Environmental Studies. 

Yatilman is one of three students from 
the Micronesia region who are studying at 
Sophia’s Graduate School of Environmen-
tal Studies. They are recipients of schol-
arships funded by Sophia University; the 
Association for the Promotion of Interna-
tional Cooperation (APIC), a private foun-
dation based in Tokyo; and, the Micronesia 
Conservation Trust (MCT), with additional 
support from MCT’s Bill Raynor Micro-
nesia Challenge Scholarship Fund. Seven 
Micronesians have been recipients of this 
competitive scholarship. 

“It has been quite the journey,” noted 
Prof. Anne MacDonald, a senior Sophia 
University faculty member who worked 
closely with Yatilman and other Microne-
sians on the graduate school scholarship 
program. “I am so impressed with your 
commitment to higher learning, tenacity 
amidst all kinds of adversity – Covid-19, 
not being able to get to Japan, among other 
challenges – and your constant smile and 
positive spirit.” 

Yatilman’s research centered on Marine 
Protected Areas (MPA) in Pohnpei. To-
gether with her host institution, the Con-
servation Society of Pohnpei, she collected 
data on fishing, agriculture, and agroforest-
ry activities to understand current practices 
and how a Ridge to Reef approach might 
enhance the planning and management of 
these MPAs in the future. 

Darla is the daughter of Andrew Yatil-
man, FSM Secretary of the Department of 

A Marshall Islands delegation, led by 
NRC Minister John Silk, is in Vietnam 
this week for the 19th Regular Session of 
the Western and Central Pacific Fisheries 
Commission (WCPFC), which makes de-
cisions affecting fishing on the high seas. 

In opening remarks, Silk thanked Jung-
re Riley Kim, Chair of WCPFC, and Fele-
ti Teo, Executive Director of WCPFC, for 
their flawless stewardship and service 
during their tenures. 

Silk told the opening session of WCP-
FC that the RMI is focused on two pri-
mary areas. “They are two key proposals 
— Draft Conservation and Management 
Measure on a Management Procedure 
for WCPO Skipjack Tuna and Proposed 
Amendment On Establishing a Harvest 
Strategy for Key Fisheries and Stocks in 
the Western and Central Pacific Ocean 
tabled as Forum Fisheries Agency pro-
posals,” he said. “I would emphasize that 
these proposals are very important for all 

Environment, Climate Change and Emer-
gency Management, and Gerethy Yatil-
man, originally from Yap and now living in 
Pohnpei. She graduated from Xavier High 
School in Chuuk, FSM, and earned an un-
dergraduate degree from Wheeling Jesuit 
University in the United States. 

Darla has returned to Pohnpei and will 
be working as a fellow with the Conserva-
tion Society of Pohnpei, for at least a year. 
The fellowship program, which is funded 
by the US Department of Interior, is an 
initiative by MCT and its partners to help 
bring back young conservation graduates/
champions to Micronesia. These fellow-
ships are offered to allow the host institu-
tion time to find ways to permanently fund 
the graduate students when they complete 
their studies. 

It is MCT’s hope that Darla, with her 
gained knowledge and expertise, will help 
the Conservation Society of Pohnpei with 
its work to improve Pohnpei’s protected 
areas network. 

of us around this table, not just the FFA 
membership.

“The fundamental questions we should 
ask ourselves are: Where do we see our 

fishery in say five or 10 years time? What 
must we do now in ensuring the many in-
terconnected issues that we see as crucial 
towards ensuring our livelihoods and re-
silience and those of generations to come 
are secured well into the future? How can 
we be efficient in moving these many 
interconnected issues into decisions that 
can be acceptable to all?”

He said he posed these questions in 
the hope that “when we leave Vietnam, 
we would have a collective decision that 
ensures our stocks are well managed and 
managed for our future’s sake.”

In addition to important conservation 
management issues, also on the table at 
this week’s meeting is selection of the 

RMI speaks out at WCPFC talks

next WCPFC executive director. Feleti 
Teo, who has run the Pohnpei-based or-
ganization for two terms, will step down 
next year.

Rhea Moss-Christian was nominated 
for this position by the RMI. Moss-Chris-
tian was formerly the chair of the WCPFC 
for four years. She is to be interviewed 
by WCPFC members with a secret ballot 
vote to follow. The decision is expected 
to be announced when the WCPFC wraps 
up December 3.

Darla Yatilman. Photo: APIC.

Darla’s a great grad 
from Sophia uni

“The fundamental questions 
we should ask ourselves  

are: Where do we see our 
fishery in say five or 10 years 
time? What must we do now 

in ensuring the many  
interconnected issues that we 

see as crucial towards  
ensuring our livelihoods and 

resilience and those of  
generations to come are 

secured well into the future?

MIMRA Executive Director Glen 
Joseph sits next to Minister John Silk 

at the WCPFC meeting. Behind them is 
MIMRA Deputy Director Berry Muller.

PHONE 625-3370 FOR RESERVATIONS OR MORE DETAILS.

For complete rugby and other sports schedules, check: 
https://www.toeak.com/sports-events

TOEAK
BAR & GRILL

Majuro’s sports watching HQ

NBA - National Basketball Association 
Any day, any time, by viewer request

With Toeak’s LEAGUE PASS you the customer can watch 
any NBA game on the schedule. 

NCAA College Football
     ALL DAY SUNDAY

NFL - National Football League
Friday Dec. 2 ......1:15pm Buffalo @ New England
Monday Dec. 5 ...1:20pm Indianapolis @ Dallas
Tuesday Dec. 6 ...1:15pm New Orleans @ Tampa Bay

MMA - 

Mixed Martial Arts

Sunday, Dec. 4 
@ 12:00pm 

ThompSon 
vS. hollanD

Saturday, Dec. 3 @ 2:00pm 

DE RIDDER VS. MALYKHI

現地新聞にも卒業についての記事が掲載
されました。「今学期に地球環境学研究科
を卒業した学生の中で 2 番目に良い成績
だった」と報じられています。
画像は The Marshall Islands Journal（2022
年 12 月 2 日付）
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１
．
上
智
大
学
で
の
学
生
生
活
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
学
ぶ
こ

と
を
決
断
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。
ど

の
よ
う
な
勉
強
・
研
究
を
し
て
い
ま
し

た
か
。

　

な
ぜ
上
智
大
学
を
選
ん
だ
か
っ
て
？

ま
ず
私
は
、
２
０
１
４
年
に
と
あ
る
日

本
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
間
の
学
生
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
日
本
で
日
本
人

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
の
影
響
で
、
日
本
の
大
学
に

進
学
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
上
智
大
学
留
学
の
た
め

の
奨
学
金
制
度
の
候
補
と
し
て
選
ば
れ

る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。
大
学
で
は

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
経
済
を
専
攻
し
ま
し

た
。

２
．
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
学

生
生
活
で
し
た
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
学
生
の
私
に
と
っ
て
困

難
な
時
期
で
し
た
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
学

生
生
活
」
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
勉
強
す
る

こ
と
と
、
対
面
の
授
業
で
勉
強
す
る
こ

１
．
上
智
大
学
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
を

決
断
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。
ど
の
よ
う

な
勉
強
・
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

　

全
体
的
に
見
る
と
、
上
智
大
学
で
過
ご

し
た
時
間
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の
高
校
に
通
っ
て
い
た
と

き
、
違
う
国
の
大
学
へ
行
く
夢
が
あ
り
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
よ
く
知
っ

て
い
た
の
で
、
最
初
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
行
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ
た
日
本
と

い
う
国
に
来
る
機
会
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
選
択
肢
も
か
な
り
魅
力
的
に
感

じ
た
の
と
、
新
し
い
経
験
を
得
る
こ
と
と

未
知
の
世
界
を
知
る
こ
と
へ
の
切
望
も
あ

り
、上
智
大
学
の
国
際
教
養
学
部（
Ｆ
Ｌ
Ａ
）

に
入
学
し
、
専
攻
分
野
と
し
て
主
に
社
会

学
・
人
類
学
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
選
び

ま
し
た
。

２
．
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
学
生
生

活
で
し
た
か
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
は
私
の
学
生
生
活
に

実
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
２
０
２
０
年
の
外
出
自
粛
期
間
中

は
大
変
で
、
勉
強
の
際
、
発
想
力
を
維
持

す
る
の
に
精
神
的
に
苦
労
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
講
義
に
出
席
す
る
の
は
、
他

人
と
の
密
接
な
接
触
を
最
小
限
に
す
る
と

い
う
意
味
で
は
効
果
は
非
常
に
大
き
い
の

で
す
が
、
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で

と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
自
己
管
理
と
時

間
管
理
は
非
常
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
に
し
ば
ら
く

か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の

間
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
学
生
生
活

で
か
か
る
支
出
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
学
業
的

に
も
経
済
的
に
も
苦
労
し
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
お
か

げ
で
学
校
で
も
職
場
で
も
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

３
．
日
本
滞
在
中
、
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

様
々
な
日
本
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
経
験
で
す
。

今
は
母
国
に
戻
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
食
べ
た
素
晴
ら
し
い
料
理
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

４
．
上
智
大
学
や
日
本
に
来
て
良
か
っ

た
と
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。
何
か

目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
か
。

　

上
智
大
学
の
一
番
良
い
と
こ
ろ
は
、

指
導
し
て
く
れ
た
教
授
の
方
々
が
と
て

も
親
切
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
学
生
が

苦
労
し
て
い
る
履
修
科
目
が
あ
る
と
き

は
、
教
授
は
い
つ
で
も
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
目
標
を
達
成
す
る
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
、
上
智
大
学
は
私
が

ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
い
か

気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

５
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
経
済
学
を
学
び
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
は
チ
ュ
ー
ク

州
政
府
で
、
予
算
管
理
の
ア
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

経
験
は
、
大
学
院
に
行
く
際
に
役
に
立

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
日
本
に
留
学
す
る
学
生

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
集
中
力
を
保

ち
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
日

本
で
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
に
関
し

て
、
時
間
と
お
金
の
管
理
は
あ
な
た
の

親
友
と
な
り
ま
す
。

家
に
ず
っ
と
い
る
こ
と
は
、
学
習
と
い
う

面
で
は
適
切
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

特
に
、
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

る
た
め
に
何
度
も
様
々
な
試
み
を
し
な
く

て
は
い
け
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

３
．
日
本
滞
在
中
、
最
も
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
島
根
県
海
士
町
を
訪
問

し
た
と
き
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
夏
、
海
士
町
を
訪
れ
、

異
文
化
交
流
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
一
緒
に
参
加
し
た
他
の
学
生
と
と
も

に
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
特

に
、海
士
町
と
い
う
離
島
で
、料
理
や
音
楽
、

踊
り
な
ど
を
含
む
た
く
さ
ん
の
日
本
文
化

の
独
特
な
側
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
で
す
。
現
地
住
民
の
方
々
と
交
流
し
な

が
ら
様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
こ
の
地
に

お
け
る
文
化
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
い
学
び
の
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

４
．
上
智
大
学
や
日
本
に
来
て
良
か
っ
た

と
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。
何
か
目
標

を
達
成
で
き
ま
し
た
か
。

　

上
智
大
学
に
通
う
こ
と
で
、
私
が
高
校

生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
し
た
か
っ
た
、
外
交

関
係
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
と
い
う
可
能
性

へ
の
道
が
開
け
ま
し
た
。
言
い
換
え
る
と
、

こ
の
大
学
に
来
て
一
番
良
か
っ
た
の
は
、

個
人
的
な
意
見
で
す
が
、
目
標
を
達
成
す

る
そ
の
日
ま
で
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
経
験

を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
夢
の
実
現
に
向

か
っ
て
進
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。

５
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

上
智
大
学
卒
業
後
の
計
画
に
つ
い
て
、

外
交
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ
と
に
集
中
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
今
日
現
在
、
駐
日
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
館
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
目
標
は
、
外
交

官
に
な
る
た
め
の
道
に
進
み
、
こ
の
目
標

を
維
持
し
続
け
る
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
将
来
や
り
た
い
こ

と
の
大
方
は
達
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ま
た
、
一
方
で
、
来
年
か

再
来
年
に
は
大
学
院
に
行
き
、
さ
ら
な
る

研
究
を
行
う
こ
と
で
、
外
交
や
ほ
か
の
関

連
分
野
の
知
識
と
経
験
を
積
み
た
い
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
日
本
に
留
学
す
る
学
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
は
素
敵
な
文
化
と
良
い
人
々
に
取

り
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
国
だ
と
い
う
こ

と
を
伝
え
た
い
で
す
。
唯
一
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
も
っ
と
社
会
的
に
活
発
に
な
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
あ
な
た
の
こ
と
を
と
て
つ

も
な
く
助
け
て
く
れ
ま
す
。
全
て
の
留
学

生
が
日
本
で
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご
せ
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
他
に
は
な
い
経

験
を
得
ら
れ
ま
す
！

第 5 期ザビエル留学生

クロエ・アーノルド さん
Ms. Chloe Arnold

INTERVIEW

第 5 期ザビエル留学生

ポール・チャーリー Jr. さん
Mr. Paul Charley Jr.

INTERVIEW
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APIC ウェブサイトでは、八田善明 在ハイチ日本国大使（当時）寄稿の連続コラム「ハイチ便り」を配信しております。日本で知られる
ことの少ないハイチ共和国の政治、社会、文化などについての情報を発信し、日・ハイチ関係の増進を目指します。本誌では第 9 回「ハ
イチ便り」の内容を掲載しています（2018 年時点での執筆記事）。その他の「ハイチ便り」については、APIC ウェブサイトをご覧ください。

ハイチ便り

イ
ン
フ
ラ
、
基
礎
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
経
済

活
動
等
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
開
発
課
題
が

山
積
な
状
況
で
す
。

　

加
え
て
、
２
０
１
０
年
に
未
曾
有
の
大
震

災
を
経
験
し
た
ほ
か
、
数
年
に
一
度
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
や
集
中
豪
雨
等
の
被
害
を
受
け
る

こ
と
、
安
定
と
治
安
環
境
を
改
善
す
る
た
め

に
13
年
間
も
軍
部
門
を
含
む
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が

派
遣
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
、
コ
レ
ラ
の
流
行
等
、
こ
う
し
た
様
々
な

要
因
も
あ
り
、
震
災
の
後
に
累
計
で
約
１
，

０
０
０
億
円
以
上
の
巨
額
の
支
援
が
国
際
社

会
に
よ
り
表
明
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ハ
イ
チ
の
視
点
か
ら
見
て
、

一
国
が
発
展
を
継
続
し
、
離
陸
に
向
け
て
推

進
す
る
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
と
処
方
箋
、
結
果

に
ど
う
結
び
つ
け
る
か
と
い
っ
た
壮
大
な
ア

ク
シ
ョ
ン
に
、
国
内
外
の
沢
山
の
ア
ク
タ
ー

が
関
わ
っ
て
い
る
実
情
等
に
つ
い
て
、
鳥
瞰

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
イ
チ
と
の
協
力
を
行
っ
て
い
る

各
パ
ー
ト
ナ
ー
国
等
と
の
関
係
で
見
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
に
地
理
的
・
歴
史
的
・
時
代
的
背

景
や
自
国
に
お
け
る
移
民
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
関
係
、
貿
易
・
商
業
や
経
済
と
の
関
係
な

ど
大
き
な
濃
淡
が
あ
る
中
、
色
々
な
分
野
で

ハ
イ
チ
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ム

で
取
り
上
げ
た
と
お
り
、
基
礎

ハイチ

寄稿：在ハイチ日本国大使（当時）　八田　善明

ハイチの経済社会情勢　- その 2（経済開発と国際社会）-

～ 主に開発協力分野における国際社会との関係について ～

第 9 回「ハイチ便り」

様
々
な
規
模
の
協
力
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

支
援
、
経
済
関
係
を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
も
二
国
間
関
係
の
増
進
の
観

点
か
ら
、
ま
た
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

様
々
な
分
野
で
ハ
イ
チ
に
関
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ラ
ム
は
国
際
社
会
全
体

の
取
り
組
み
の
様
子
と
し
て
総
論
と
し
、
日

本
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
別
の
回
に
個
別

に
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

ハ
イ
チ
に
お
け
る
国
際
的
支
援
の
枠
組
み

と
調
整
シ
ス
テ
ム

　

ハ
イ
チ
に
お
け
る
経
済
・
社
会
面
で
の
課

題
、
す
な
わ
ち
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
既
に
過

去
の
コ
ラ
ム
に
て
見
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
、
国
際
社
会

は
各
国
や
機
関
が
そ
の
得
意
分
野
や
地
域
や

方
針
に
基
づ
い
て
支
援
・
協
力
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
協
力
の
主
体
は
、
国
際
機
関
、
援

助
国
政
府
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
キ
リ
ス
ト
教
や

そ
の
他
の
教
会
・
団
体
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

連
携
に
よ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

多
く
の
場
合
、
国
際
社
会
、
外
国
政
府
に

よ
る
対
ハ
イ
チ
の
各
種
協
力
・
支
援
は
現
地

の
各
国
大
使
館
や
、
援
助
機
関
を
有
す
る
場

合
に
は
同
機
関
、
国
連
の
各
種
専
門
機
関
や

国
連
本
部
等
を
通
じ
た
形
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
独
自
に
活
動

を
展
開
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
現
地

対外開発援助調整枠組 CAED
（会議時の資料の表紙）

分
科
会
も
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
グ
ル
ー

プ
で
は
、
各
組
織
の
経
済
協
力
班
長
・
責
任

者
に
よ
る
会
合
の
ほ
か
、
近
年
で
は
館
長
ク

ラ
ス
（
大
使
級
）
の
会
合
が
設
定
さ
れ
、
情

報
共
有
や
調
整
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
イ
チ
政
府
主
導
に
よ
り
関
連
の

各
省
庁
等
を
責
任
者
と
す
る
セ
ク
タ
ー
毎
の

調
整
会
合
（Tables sectorielles) 

が
存
在

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
統
合
さ

れ
な
が
ら
調
整
・
運
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

ハ
イ
チ
に
お
け
る
国
際
的
協
力
の
実
際
・

大
枠
的
な
支
援

以
下
の
よ
う
に
、
大
局
的
な
支
援
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
財
政
管
理
・
マ
ク
ロ
経
済
健
全
化
）

　

ハ
イ
チ
は
、
税
収
や
関
税
収
入
と
い
っ
た

歳
入
面
と
、
公
共
支
出
バ
ラ
ン
ス
や
、
各
種

補
助
金
と
い
っ
た
支
出
面
の
い
ず
れ
も
改
善

が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
手
短
な
と
こ
ろ
で
は
、
台
帳
を

作
っ
た
り
、
現
場
で
の
管
理
を
行
っ
た
り
、

物
理
的
に
機
器
を
揃
え
た
り
、
担
当
者
の
教

育
・
研
修
を
行
う
こ
と
に
始
ま
り
、
大
枠
と

し
て
は
、
法
整
備
を
行
っ
て
一
定
の
近
代
化

さ
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
無
駄
を
な
く
す

こ
と
（
多
く
の
仕
組
み
を
合
理
化
・
近
代
化

し
て
い
く
こ
と
：
構
造
改
革
）
等
幅
広
く
、

必
要
に
応
じ
て
多
く
の
改
善
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

特
に
国
際
機
関
と
の
連
携
・
協
力
等
に
よ

り
、
大
き
な
中
長
期
的
な
資
金
を
投
入
し
て
、

こ
う
し
た
構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と
は
そ
れ

な
り
の
目
標
を
据
え
て
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

政
府
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
不
人
気
な
政
策

や
施
策
を
伴
う
場
合
に
は
そ
れ
な
り
の
出

口
戦
略
を
見
据
え
、
条
件
付
け
や
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
大
口

融
資
を
す
る
側
と
政
府
と
の
間
で
協
議
を
繰

り
返
し
、
目
標
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
達
成

方
法
（
行
程
表
）
を
定
め
、
同
達
成
状
況
を

確
認
す
る
プ
ロ
セ
ス
も
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
は
、
関
連
分
野
に
お
い
て
、

２
０
１
８
年
７
月
に
35
百
万
ド
ル
相
当
の
技

術
支
援
と
絡
め
た
財
政
支
援
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
分
野
だ
け
に
は
留
ま
り
ま
せ

ん
が
、
世
界
銀
行
（W

orld Bank/

Ｗ
Ｂ
）

は
、
ハ
イ
チ
に
対
し
て
特
別
に
無
償
資
金
協

力
枠
を
設
け
て
、
財
政
管
理
向
上
・
社
会
支

出
管
理
向
上
に
よ
る
マ
ク
ロ
経
済
支
援
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
米
州
開
発
銀
行
（Inter-

Am
erican D

evelopm
ent Bank/

Ｉ
Ｄ
Ｂ
）

も
ハ
イ
チ
に
対
し
て
無
償
資
金
協
力
枠
を
設

け
て
、
各
種
大
口
支
援
を
実
施
し
て
き
て
い

る
ほ
か
、
国
際
通
貨
基
金
（International 

M
onetary Fund/

Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
も
様
々
な
分
野

出
席
す
る
各
大
臣
の
集
ま
る
閣
議
等
で
審
議

さ
れ
、
採
択
さ
れ
て
ハ
イ
チ
政
府
内
で
の
意

思
決
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
協
力
国
等
と
の
間

で
、
約
束
と
し
て
の
協
力
文
書
（
い
わ
ゆ
る

契
約
書
に
あ
た
り
ま
す
が
、
通
常
は
国
際
約

束
（
条
約
）
の
簡
易
版
と
し
て
の
交
換
公
文

（Exchange of N
otes, E/N

））
等
が
定
め

ら
れ
、同
文
書
へ
の
署
名
の
後
、実
施
フ
ェ
ー

ズ
に
入
る
と
い
っ
た
手
続
き
・
プ
ロ
セ
ス
を

経
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
対
外
開
発
援
助
調
整
枠
組:

Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

　

２
０
１
０
年
の
震
災
の
後
に
復
興
支
援
の

た
め
に
組
織
さ
れ
た
ハ
イ
チ
復
興
暫
定
委
員

会(La Com
m

ission Intérim
aire pour 

la Reconstruction d'H
aïti

：
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｈ
）

が
そ
の
役
割
を
終
え
た
後
、
後
継
的
な
調

整
枠
組
み
の
必
要
性
に
よ
り
、
２
０
１
２

年
（
マ
ル
テ
リ
ー
政
権
下
）、
支
援
国
・
機

関
と
ハ
イ
チ
政
府
と
の
間
に
お
け
る
援
助
に

つ
い
て
の
総
合
的
な
調
整
の
枠
組
み
と
し

て
、
対
外
開
発
援
助
調
整
枠
組
（Le Cadre 

de C
oopération de l'Aide Externe au 

D
éveloppem

ent

：
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
が
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
体
制
下
、
２
０
１
３
年
に
は
援
助

効
率
化
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
： Com

ité 

d'Effi
cacité de l'Aide

）
第
１
回
会
合
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
政
府
の
不
安

定
性
や
長
い
選
挙
プ
ロ
セ
ス
等
に
よ
り
し
ば

ら
く
間
が
空
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
モ
イ
ー

ズ
政
権
下
で
は
、
２
０
１
７
年
10
月
に
Ｃ
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
再
始
動
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年

に
は
再
度
Ｃ
Ｅ
Ａ
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、
モ

イ
ー
ズ
政
権
と
し
て
の
新
た
な
考
え
方
や
優

先
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
援
助
調
整
の
枠
組
み
と
プ
ロ
セ
ス
）

　

ハ
イ
チ
で
は
、
そ
の
広
範
な
範
囲
と
規
模

と
の
関
係
も
あ
り
、
援
助
国
に
よ
る
調
整
・

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
す
る
場
合
も
あ
り
、
さ

ら
に
は
国
際
機
関
や
二
国
間
援
助
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
実
施
部
分
に
つ
い
て
こ
れ

ら
と
提
携
し
て
役
割
を
担
う
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。

（
ハ
イ
チ
政
府
内
の
プ
ロ
セ
ス
）

　

開
発
途
上
の
国
々
に
お
い
て
は
、
多
く
の

セ
ク
タ
ー
に
ま
た
が
る
開
発
課
題
の
全
体
像

と
、
各
国
等
に
よ
る
協
力
の
可
能
性
と
の
間

を
統
合
的
に
交
通
整
理
し
、
国
の
優
先
課
題

に
応
じ
た
順
序
づ
け
を
す
る
た
め
に
、
同
機

能
を
特
定
の
省
庁
に
持
た
せ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
ハ
イ
チ
の
場
合
に
は
、
計
画
・
対
外

協
力
省
（M

inistère de la Planification 

et de la coopération externe/

Ｍ
Ｐ
Ｃ

Ｅ
）
が
そ
の
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
の
ハ
イ
チ
の
ニ
ー
ズ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

保
健
人
口
省
、
教
育
省
、
農
業
省
、
公
共
事

業
省
、
環
境
省
な
ど
セ
ク
タ
ー
別
の
省
庁
が

把
握
し
、
大
統
領
・
首
相
の
示
し
た
方
針
や

優
先
課
題
、
国
家
開
発
戦
略
計
画
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｈ
）
や
セ
ク
タ
ー
別
の
開
発
目
標
に
定
め
ら

れ
た
優
先
課
題
に
基
づ
き
、
各
国
や
国
際
機

関
等
の
協
力
可
能
性
と
付
き
合
わ
せ
な
が
ら

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
案
件
の
内
、
重
要
案
件
は
大
統

領
の
下
、
先
の
計
画
・
対
外
協
力
大
臣
も

情
報
共
有
の
た
め
の
会
合
が
組
織

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ハ
イ
チ
に

お
け
る
援
助
国
は
、
技
術
資
金
パ
ー

ト
ナ
ー
（
Ｐ
Ｔ
Ｆ
）
と
し
て
定
期

的
に
意
見
交
換
・
調
整
を
行
い
、

当
初
は
主
要
援
助
国
の
調
整
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
Ｇ
12
が
存
在
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
Ｇ
12
＋

と
し
て
成
長
し
、
セ
ク
タ
ー
毎
の
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に
お
い
て
大
口
の
融
資
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）

　

行
政
機
能
が
効
果
的
に
機
能
す
る
こ
と
自

体
も
重
要
な
目
標
で
あ
る
と
と
も
に
、
経
済

開
発
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
タ
ー
や
セ
ク

タ
ー
横
断
的
な
管
理
・
運
営
力
が
鍵
と
な
り

ま
す
。
先
に
述
べ
た
マ
ク
ロ
経
済
面
で
の
支

援
で
も
重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
ハ
イ

チ
で
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
政
府
機

能
・
枠
組
的
な
機
能
や
体
制
・
組
織
強
化
・

人
的
資
源
強
化
を
行
う
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
分

野
・
セ
ク
タ
ー
で
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
面
で

の
協
力
は
極
め
て
有
効
で
す
。

（
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
）

　

長
距
離
の
幹
線
道
路
建
設
、
灌
漑
用
水

路
、
電
力
網
、
上
下
水
道
設
備
、
ダ
ム
建
設
、

空
港
・
港
湾
の
建
設
・
拡
張
等
の
大
型
イ
ン

フ
ラ
は
、
総
額
も
桁
違
い
の
水
準
に
な
り
、

借
款
等
の
ス
キ
ー
ム
（
枠
組
み
）
を
利
用
し

な
け
れ
ば
、
一
般
的
に
は
１
か
国
が
そ
の

支
援
で
賄
え
る
規
模
で
は
な
い
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
の
多
く
は
、

世
銀
（
Ｗ
Ｂ
）、米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）、

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
等
に
よ
る
場
合

が
主
で
、
一
部
共
同
に
て
実
施
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

■ 

ハ
イ
チ
に
お
け
る
国
際
的
協
力
の
実
情
・

セ
ク
タ
ー
別
支
援

　

前
述
の
、
体
制
・
マ
ク
ロ
的
な
大
枠
の
支

援
・
協
力
以
外
に
、
個
別
の
各
種
セ
ク
タ
ー

別
支
援
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

セ
ク
タ
ー
別
支
援
分
野
に
な
り
ま
す
と
、
国
・

政
府
と
し
て
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
・
団
体
等
の
関
わ
り
・
役
割
も
よ
り
大

き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
以
下
に
簡
単
に
保
健

分
野
の
概
要
を
示
し
ま
す
。

（
保
健
・
衛
生
分
野
）

　

保
健
・
衛
生
分
野
は
、
極
め
て
広
く
市

民
の
生
活
の
基
礎
的
な
部
分
に
関
わ
っ
て

お
り
、
国
連
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
３
０
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals/

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
お

け
る
目
標
３
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を
」
及
び
同
目
標
６
「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ

を
世
界
中
に
」
等
を
中
心
に
目
標
も
明
確
か

つ
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
同
ニ
ー
ズ
は
大
き

く
、
そ
れ
故
に
対
象
分
野
の
中
で
は
最
も
多

く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
同
し
て
い
る
分
野
の

一
つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

医
療
面
で
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
保
健
セ

ン
タ
ー
等
の
充
実
か
ら
、
階
層
化
さ
れ
た
施

設
に
よ
り
複
雑
・
困
難
な
医
療
を
必
要
と
す

る
際
に
上
位
の
病
院
に
移
送
す
る
シ
ス
テ
ム

を
想
定
し
て
、
県
単
位
の
最
上
位
の
レ
フ
ァ

ラ
ル
病
院
ま
で
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
体
制
構
築
・
強
化
な
ど
も
含
め
多
く
の

支
援
と
協
力
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば

米
国
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
（
米
国
国
際
開
発
庁
））

は
首
都
圏
の
ハ
イ
チ
国
立
大
学
病
院
（
Ｈ
Ｕ

Ｅ
Ｈ
：
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
チ
政
府
と
共
同
）

や
中
央
県
の
ミ
ラ
バ
レ
病
院
等
、
カ
ナ
ダ
は

ア
ル
テ
ィ
ボ
ニ
ッ
ト
県
の
ゴ
ナ
イ
ー
ブ
病

院
、
日
本
は
南
東
県
ジ
ャ
ク
メ
ル
市
の
サ
ン
・

ミ
シ
ェ
ル
病
院
を
カ
ナ
ダ
や
米
国
等
の
赤
十

字
と
共
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
首
都
圏
の
３
病
院

を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
、
病
院
が
病
院
と
し
て

機
能
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
面
が
含
ま
れ
、

病
院
建
物
、同
電
力
の
供
給
シ
ス
テ
ム
（
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
含
め
）、
給
水
・
給
湯
、
排
水
・

廃
棄
物
処
理
、
各
種
機
材
・
医
療
機
器
・
薬

品
そ
し
て
救
急
車
等
の
イ
ン
フ
ラ
・
機
材
・

備
品
・
消
耗
品
に
始
ま
り
、
医
者
・
看
護
師
・

職
員
等
の
人
材
確
保
、
そ
し
て
運
営
管
理
体

制
の
確
立
と
自
立
的
な
経
営
を
支
え
る
料
金

の
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
整
備
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
例
え
ば
病
院

食
の
提
供
自
体
も
当
た
り
前
で
は
な
い
中

で
、
各
所
で
の
様
々
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
、
保
健
・
人
口
省
と
、
県

の
運
営
体
制
と
連
絡
調
整
し
な
が
ら
実
現
し

て
い
き
ま
す
。
病
院
の
運
営
は
、
そ
れ
自
体

の
経
営
も
、そ
し
て
医
療
面
も
、な
ん
と
い
っ

て
も
知
識
と
経
験
の
両
方
が
蓄
積
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
面
が
大
き
く
、
中
長
期
的
な

専
門
医
や
看
護
等
の
研
修
シ
ス
テ
ム
（
技
術

協
力
）
が
重
要
な
意
義
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
以
外
で
は
、
コ
レ
ラ
や
そ
の

他
経
口
感
染
病
の
多
く
に
関
連
す
る
飲
料

水
と
衛
生
面
に
つ
い
て
も
、
保
健
・
人
口
省

と
ハ
イ
チ
飲
料
水
供
給
公
社
（
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
等
が
策
定
し
て
い
る
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（W

ater 

Sanitation &
 H

ygiene

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

中
心
に
、
数
多
く
の
ア
ク
タ
ー
が
関
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

保
健
分
野
以
外
の
、
そ
の
他
の
主
要
分
野

（
セ
ク
タ
ー
）
に
お
け
る
国
際
協
力
関
係
に

つ
き
概
要
を
示
し
ま
す
と
、
例
え
ば
教
育
分

野
で
は
、
教
育
分
野
セ
ク
タ
ー
支
援
と
し
て

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
、
ス
ペ
イ
ン
（
Ａ
Ｅ
Ｃ

Ｉ
Ｄ
（
ス
ペ
イ
ン
国
際
協
力
開
発
庁
））、
米

国
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
フ
ラ
ン
ス
（
Ａ

Ｆ
Ｄ
（
フ
ラ
ン
ス
開
発
庁
））、
カ
ナ
ダ
、
日

本
ほ
か
が
関
わ
っ
て
き
て
お
り
、
各
種
職
業

訓
練
を
Ｕ
Ｎ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ス
イ
ス
、
チ
リ
、

韓
国
ほ
か
が
、
ま
た
、
学
校
建
設
・
修
復
等

を
カ
ナ
ダ
、
ス
イ
ス
、
日
本
ほ
か
多
数
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
分
野
で
は
、
浸
水
が
頻
繁
に
起
き
る

地
域
の
治
水
や
、
農
業
の
大
規
模
化
・
近
代

化
に
不
可
欠
な
灌
漑
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
米
国
、
フ

ラ
ン
ス
（
Ａ
Ｆ
Ｄ
）、
ス
イ
ス
ほ
か
が
関
わ
っ

て
い
る
ほ
か
、
国
立
公
園
管
理
支
援
を
Ｉ
Ｍ

Ｆ
、
ス
イ
ス
等
が
、
小
規
模
漁
業
振
興
を

Ｉ
Ｍ
Ｆ
ほ
か
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・
カ
カ
オ
等
の

ハ
イ
チ
に
お
け
る
主
要
な
商
品
作
物
農
業
生

産
者
の
起
業
や
維
持
を
支
え
る
た
め
の
中
期

ロ
ー
ン
整
備
に
フ
ラ
ン
ス
（
Ａ
Ｆ
Ｄ
）
が
、

農
業
起
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
米
国
、
カ
ナ

ダ
、
ス
イ
ス
等
が
、
ま
た
、
地
産
地
消
の
促

進
と
農
家
へ
の
安
定
収
入
を
後
押
し
す
る
よ

う
な
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
Ｗ
Ｆ
Ｐ
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
米
国
ほ
か
が
、
農
業
分
野
で
の
職

業
訓
練
・
技
術
支
援
を
チ
リ
（
や
日
本
）
等

が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

司
法
・
法
務
分
野
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
社

会
活
動
上
の
基
本
と
な
る
司
法
制
度
や
、
全

て
の
生
活
や
経
済
活
動
の
前
提
に
な
る
よ
う

な
治
安
維
持
の
観
点
か
ら
、
警
察
能
力
の
整

備
・
増
強
等
に
国
連
ハ
イ
チ
司
法
支
援
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｈ
）、
国
連

開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

Ｅ
Ｕ
ほ
か
が
関
わ
っ
て
い
る
ほ
か
、
日
常
生

活
は
も
と
よ
り
選
挙
実
施
の
前
提
に
も
直
結

す
る
身
分
登
録
管
理
等
に
米
州
機
構
や
カ
ナ

ダ
ほ
か
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
振
興
分
野
は
、
産
業
分
野
は
経
済
全

体
の
牽
引
役
で
あ
り
雇
用
の
促
進
に
も
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
カ
ラ
コ
ル
（Caracol

）

産
業
団
地
支
援
等
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
米
国
ほ
か
が

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
中
小
企
業
起
業
支
援
に

つ
い
て
も
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め

と
す
る
国
々
が
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
分
野
に
つ
い
て
も
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
ゴ
ミ
処
理
と
し
て
固
形
廃
棄

物
処
理
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
日
本
・
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
等
が

関
わ
っ
て
い
る
ほ
か
、
歴
史
と
共
に
多
く
を

失
っ
て
し
ま
い
保
水
能
力
や
環
境
そ
の
も
の

の
改
善
の
観
点
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、

森
林
再
生
支
援
に
米
国
ほ
か
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
分
野
は
、
非
常
に
多
く
の
分
野 首都圏　空港周辺拡張の要請がある首都の国際空港

スイスの協力で建築された小学校

アルティボニット県の穀倉地帯

ミラゴワンヌの湖　蓮の群生

アルティボニット県の農業灌漑水路
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を
含
ん
で
い
ま
す
が
、
先
ず
生
活
の
改
善

と
産
業
の
維
持
・
発
展
に
直
結
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
に
つ
い
て
は
、
ペ
リ
グ
レ
ダ
ム
水

力
発
電
所
修
復
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
、
ド
イ

ツ
ほ
か
が
関
わ
っ
た
他
、
同
送
電
網
の
修
復

に
も
同
じ
く
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
関
わ
っ
て

き
て
お
り
、
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
市
配
電
網

修
復
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
等
が
、
ま
た
、
地
方
電
力
網

整
備
に
米
国
、
Ｅ
Ｕ
（
や
日
本
）
他
多
く
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
支
援
に
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ

ス
他
が
、
そ
し
て
、
首
都
圏
電
力
網
整
備
に

台
湾
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
国
内
輸
送
面
で

は
、
国
内
各
地
を
結
ぶ
主
要
な
交
通
手
段
は

道
路
で
あ
り
、
道
路
網
整
備
に
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

Ｅ
Ｕ
、
フ
ラ
ン
ス
等
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
（
関
連
イ
ン
フ
ラ
に
日
本
も
関
係
）。

　

健
康
的
な
生
活
の
基
本
に
関
係
す
る
飲
料

水
・
衛
生
の
担
保
の
問
題
は
、
コ
レ
ラ
の
流

行
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
前
述
で
す
が
、
そ
の

た
め
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
、
Ｐ
Ａ
Ｈ
Ｏ
／
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
米
国
、

カ
ナ
ダ
、
チ
リ
（
及
び
日
本
）
他
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
の
首
都
圏

で
の
飲
料
水
・
衛
生
整
備
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

Ｂ
Ｉ
Ｄ
、
ス
ペ
イ
ン
ほ
か
が
、
地
方
部
飲
料

水
・
衛
生
整
備
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
、
Ｅ

Ｕ
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、ス
イ
ス
（
及
び
日
本
）

ほ
か
が
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
チ
で
の
自
然
災
害
へ
の
脆
弱
性
と
そ

の
被
害
の
大
き
さ
か
ら
も
ポ
ス
ト
災
害
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
防
災
分
野
へ
の
関
与
が
不
可

欠
で
す
。
同
分
野
で
は
リ
ス
ク
・
ハ
ザ
ー
ド
・

マ
ッ
ピ
ン
グ
等
も
含
め
て
、
Ｅ
Ｕ
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
、
ス
イ
ス
（
及
び
日
本
）

他
が
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
分
野
の
他
に
も
、
首
都
圏
都
市
計

画
へ
Ｅ
Ｕ
、
フ
ラ
ン
ス
ほ
か
が
、
地
方
分
権

化
支
援
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
ス

イ
ス
ほ
か
が
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
観
光
分

野
で
の
促
進
の
た
め
に
も
国
際
空
港
修
復
を

推
進
す
べ
く
Ｉ
Ｄ
Ｂ
が
、
隣
国
と
の
国
境
整

備
に
Ｅ
Ｕ
が
、
そ
し
て
貿
易
振
興
の
ベ
ー
ス

と
し
て
港
湾
整
備
等
に
米
国
が
支
援
を
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
示
し
ま
し
た
国
際
協
力
の
概
要

は
、
必
ず
し
も
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
全
体
像
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
主
要
な
も
の
を
例
示
し
た
も
の
で

す
。
範
囲
も
、
関
わ
っ
て
い
る
ア
ク
タ
ー
も

こ
れ
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
実
に
長
い

期
間
、
と
て
も
多
く
の
人
が
、
多
く
の
資
金

に
支
え
ら
れ
て
（
時
と
し
て
資
金
不
足
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
）、
使
命
感
を
持
っ
て
関
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
以
前
の
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し

ま
し
た
と
お
り
、
民
主
化
支
援
と
し
て
多
く

援
・
援
助
」
に
つ
い
て
色
々
な
角
度
と
問

題
を
取
り
上
げ
た
「
ポ
バ
テ
ィ
・
イ
ン
ク

（Poverty Inc.

）」
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
あ
り
ま
す
。
同
映
画
で
は
、「
支

援
」
と
い
う
こ
と
を
「
し
た
い
人
」、一
見
「
善

意
」
が
現
場
で
は
ど
う
い
う
効
果
と
結
果
を

も
た
ら
し
得
る
の
か
と
い
う
意
味
に
お
い
て

興
味
深
く
、
ま
た
現
実
問
題
と
し
て
の
ハ
イ

チ
の
一
側
面
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
誰
も
貧

困
の
ま
ま
で
い
た
い
と
は
思
わ
な
い
し
、
施

し
を
受
け
続
け
た
い
と
も
思
わ
な
い
と
い
う

悲
痛
な
、
人
間
の
尊
厳
、
ひ
い
て
は
一
つ
の

主
権
国
家
の
あ
り
方
に
関
わ
る
コ
メ
ン
ト
も

当
然
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
イ
チ
人
で
国
際
的
な
映
画

監
督
で
あ
る
ラ
ウ
ル
・
ペ
ッ
ク
の
映
画

「A
ssistance M

ortelle

（
仏
題
）/Fatal 

A
ssistance

（
英
題
）」
に
も
同
様
に
震
災

後
の
援
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
援
助
が
必

ず
し
も
理
想
的
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い

う
そ
の
資
金
面
や
技
術
的
な
考
察
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
、
そ
も
そ
も
論
と
し

て
、
そ
れ
自
体
の
功
罪
や
、
支
援
と
い
う
名

の
下
の
ハ
イ
チ
に
対
す
る
諸
外
国
の
関
わ

り
方
に
対
す
る
疑
義
も
含
め
て
描
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
を
必
要
と
す
る
位
困
っ
て
い
る
現
実

が
あ
り
、
こ
れ
を
支
援
し
た
い
と
す
る
個
人

の
意
思
は
よ
り
大
き
な
集
合
的
な
連
帯
感
を

生
み
、
こ
う
し
た
市
場
の
上
に
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
共

和
国
」
と
ま
で
揶
揄
さ
れ
る
ハ
イ
チ
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
ハ
イ
チ
は
、
ハ
イ
チ
の
離
陸

に
直
結
す
る
よ
う
な
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
以
外
に
対
し
て
「
Ｎ
Ｏ
Ｎ
（
い
い
え
）」

を
強
く
主
張
し
て
い
ま
す
。
事
実
、
支
援
を

す
る
側
の
論
理
に
よ
っ
て
、
大
き
く
支
援
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
実
際
に
は
支

出
さ
れ
な
か
っ
た
資
金
、
重
複
し
て
無
駄
に

浪
費
さ
れ
た
資
金
、
無
料
の
善
意
が
な
だ
れ

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
ロ
ー
カ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
・
経
済
、
結
局
は
国
際
的
な
団
体

へ
還
流
し
て
い
き
ハ
イ
チ
に
は
落
ち
て
こ
な

か
っ
た
資
金
、
そ
も
そ
も
ハ
イ
チ
の
惨
状
が

た
だ
た
だ
資
金
集
め
に
悪
用
さ
れ
た
大
小
の

例
、
等
の
問
題
へ
の
焦
燥
感
と
言
い
し
れ
ぬ

怒
り
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
面
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
例
え
ハ
イ
チ
側
の
受
入
れ
態
勢
、

組
織
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
不
備
や
整
備
不
足
な

点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
踏
ま
え
つ

つ
も
各
種
支
援
が
届
く
べ
き
と
こ
ろ
に
届

き
、
見
合
っ
た
成
果
が
出
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
確
か
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
国
際
社
会
・
各
国
が
ハ
イ
チ

と
関
わ
る
際
の
政
治
的
な
要
素
、
外
交
的

な
要
素
、
こ
れ
ら
と
切
り
離
せ
な
い
人
・
モ

ノ
・
文
化
・
経
済
と
い
っ
た
要
素
を
踏
ま
え
、

ハ
イ
チ
を
含
む
多
く
の
国
々
が
基
調
と
し
て

「
支
援
は
い
ら
な
い
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

望
む
」
姿
勢
を
基
盤
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
関
係
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か

も
、
国
際
社
会
と
し
て
の
課
題
で
あ
り
続
け

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

先
述
の
援
助
効
率
化
枠
組
み
（
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

に
お
け
る
モ
イ
ー
ズ
大
統
領
※
の
挨
拶
に
お

い
て
も
、
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
国
か
ら
の
協
力
・

支
援
は
、
ハ
イ
チ
の
開
発
上
重
要
と
の
認
識

を
示
し
つ
つ
、
同
実
施
分
野
は
ハ
イ
チ
自
ら

定
め
る
７
つ
の
優
先
課
題
に
沿
っ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
政
府
と
の
協
議
に
基
づ

き
、
同
国
内
手
続
き
を
尊
重
し
な
が
ら
実
施

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
言
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
初
回
の
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
際
か
ら

既
に
同
様
の
基
本
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
深
刻
な
反
省
と
展
望
を
見

据
え
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
チ
で
は
、
引
き
続
き
各
国
協
力
パ
ー

ト
ナ
ー
と
ハ
イ
チ
政
府
の
間
で
、
い
か
に
効

率
的
に
、
そ
し
て
効
果
的
に
支
援
と
協
力
が

実
施
で
き
る
か
、
緊
密
に
協
議
が
重
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
※
写
真
は
筆
者
が
撮
影
）

（
※
本
コ
ラ
ム
の
内
容
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解

で
あ
り
、
所
属
す
る
機
関
の
公
式
見
解
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

の
国
が
各
種
選
挙
（
大
統
領
、
上
下
院
議
員
、

地
方
統
一
選
挙
）
の
実
施
に
つ
い
て
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
緊
急
人
道
支
援
）

　

通
常
の
開
発
協
力
に
加
え
て
、
ハ
イ
チ
で

は
、
２
０
１
０
年
の
大
地
震
や
数
年
に
一
度

は
ハ
イ
チ
を
襲
う
ハ
リ
ケ
ー
ン
等
の
被
害
に

際
し
て
、
幾
度
も
緊
急
人
道
支
援
を
受
け
入

れ
る
よ
う
な
局
面
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

同
支
援
は
、
ハ
イ
チ
政
府
か
ら
直
接
の
要

請
を
受
け
て
の
各
国
政
府
に
よ
る
緊
急
物

資
支
援
に
は
じ
ま
り
、
医
療
・
食
料
・
そ
の

他
物
資
に
お
け
る
国
際
機
関
の
展
開
や
大
小

様
々
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
が
続
々
と
入
っ
て
く

る
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
行
政
機
能

の
維
持
・
再
開
、
被
害
規
模
の
把
握
、
優
先

順
位
付
け
（
緊
急
度
）、
救
援
・
支
援
物
資

の
受
け
入
れ
と
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
分
配
・
輸
送
）
等
を
短
時
間
の
う
ち
に
こ

な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

内
務
省
や
市
民
保
護
局
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
の
下

で
の
、
国
レ
ベ
ル
の
緊
急
対
応
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
）
や
県
レ
ベ
ル
の
緊
急
対
応
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
）
等
の
機
能
、
そ
し
て

こ
れ
と
統
合
的
に
機
能
す
べ
き
国
際
支
援
の

数
々
が
被
災
下
の
状
況
に
お
い
て
有
機
的
に

機
能
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
災
害
直
後
の
混
乱
に
際
し
て
、
指
揮

系
統
が
十
分
に
機
能
・
確
立
し
て
い
な
い
一

方
で
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
溢
れ
て
い
る
現
実
、

そ
こ
に
支
援
す
る
た
め
に
存
在
し
緊
急
展
開

し
て
い
る
国
際
機
関
や
国
際
・
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
間
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
物
資
を
届
け
よ
う
に
も
、
肝

心
の
道
路
・
橋
が
崩
壊
し
て
物
理
的
に
被
災

地
と
分
断
さ
れ
届
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
目
的

地
に
届
け
る
前
に
搬
送
途
中
で
支
援
物
資
が

群
衆
に
よ
り
略
奪
さ
れ
る
こ
と
、
殺
気
立
ち

危
険
す
ぎ
て
届
け
る
に
届
け
ら
れ
な
く
な
る

状
況
な
ど
、
大
規
模
か
つ
瞬
時
に
平
等
に
支

援
が
で
き
な
い
、
地
理
的
・
イ
ン
フ
ラ
的
・

規
模
的
要
因
等
か
ら
も
、
必
ず
し
も
誰
の
せ

い
と
も
言
え
な
い
厳
し
い
現
実
が
立
ち
は
だ

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
き
め
に
見
積
も
っ
た
被
害
規

模
（
死
傷
者
数
ほ
か
）
が
報
道
に
乗
り
、
集

計
す
る
ペ
ー
ス
と
の
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
、

政
府
等
の
指
揮
命
令
系
統
よ
り
も
現
場
で
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
先
走
ら
ざ
る
を
得
な
い

現
実
、
テ
ン
ト
を
被
災
地
で
仮
住
ま
い
と
し

て
設
営
す
る
と
（
そ
こ
に
根
付
い
て
し
ま
っ

て
）
か
え
っ
て
復
興
が
遅
延
す
る
場
合
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
と
い
っ
た
想
定
と
ジ
レ
ン

マ
、
２
０
１
０
年
の
大
地
震
の
際
の
経
験
に

よ
り
（
実
際
に
は
十
分
に
鉄
筋
が
入
っ
て
い

な
い
脆
弱
か
つ
不
適
切
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

築
に
よ
っ
て
生
じ
た
）
大
規
模
な
被
害
を
根

拠
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
は
危
険
だ
と

盲
信
す
る
人
々
の
存
在
な
ど
、
ハ
イ
チ
に

限
っ
た
話
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
大

小
様
々
な
問
題
が
積
み
重
な
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
支
援
の
展
開
の
あ
り
方
、
防
災
面
で

の
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
強
化
等
、
ハ
イ
チ

で
は
避
け
て
通
れ
な
い
自
然
災
害
へ
の
次
の

準
備
に
向
け
て
、
各
方
面
で
の
議
論
が
日
々

継
続
し
て
い
ま
す
。

■ 

各
種
援
助
の
功
罪

　

ハ
イ
チ
に
お
け
る
開
発
援
助
の
現
状
を

見
て
い
く
こ
と
は
、
同
時
に
途
上
国
に
お

け
る
開
発
と
い
っ
た
課
題
や
そ
れ
を
取
り

巻
く
問
題
を
掘
り
下
げ
、
か
つ
国
際
社
会
と

し
て
の
関
わ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
っ
た
側
面
を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
視
点
で
み
た
場
合
、
必
ず
し
も

サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

「
援
助
」「
協
力
」
と
い
う
も
の
の
マ
イ
ナ
ス

面
に
つ
い
て
も
、
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
た

び
た
び
ハ
イ
チ
が
主
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
に
も
留
意
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

既
に
御
承
知
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
果
た

し
て
善
意
か
ら
出
発
し
た
と
し
て
も
結
果
は

必
ず
し
も
そ
う
は
な
ら
な
い
点
な
ど
、「
支

※ APIC 注：2018 年当時。
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ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
光
景

　
「
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス

マ
ス
ラ
ン
チ
が
あ
る
か
ら
来
て
み
な
い
か
」

と
、
あ
る
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
の
は
、

筆
者
が
バ
ル
バ
ド
ス
に
赴
任
し
て
ま
だ
間
も

な
い
２
０
１
６
年
の
暮
れ
の
こ
と
で
し
た
。

　

せ
っ
か
く
の
お
誘
い
な
の
で
当
日
ノ
コ
ノ

コ
出
か
け
て
い
く
と
、「
バ
ル
バ
ド
ス
・
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
」
は
島
南
部
の
カ
ー
ラ
イ
ル
湾
に

臨
む
、
首
相
府
に
も
ほ
ど
近
い
一
等
地
に
あ

り
ま
し
た
。
門
を
入
る
と
コ
ロ
ニ
ア
ル
風
の

立
派
な
建
物
が
目
に
入
り
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
会
場
の
大
サ
ロ
ン
に
入
っ
た
と
た

ん
奇
妙
な
感
覚
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
す
で
に

１
５
０
人
ほ
ど
が
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
い
た

の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
白
人
。
い
わ

ゆ
る
「
非
白
人
」
は
筆
者
の
ほ
か
に
数
人
だ

け
で
、
そ
の
人
達
も
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
黒

人
配
偶
者
と
お
ぼ
し
き
面
々
で
す
（
ち
な
み

に
ウ
ェ
イ
タ
ー
は
全
員
が
黒
人
）。
首
都
ブ

リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
の
雑
踏
や
地
元
の
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
ふ
だ
ん
目
に
入
る
黒
人
中
心
の
色

彩
と
ま
る
で
違
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
お
い
し
い
バ

ル
バ
ド
ス
料
理
を
食
べ
て
帰
路
に
つ
い
た
の

で
す
が
、
こ
の
国
の
人
種
構
成
か
ら
か
け
離

れ
た
光
景
を
見
て
「
あ
れ
は
一
体
な
ん
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
？
」
と
不
思
議
に
思
っ
た
の
で
、

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま
し
た
。

会
員
に
な
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

た
だ
し
そ
う
は
言
っ
て
も
、
身
元
が
確
か

な
黒
人
が
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
、
入

会
プ
ロ
セ
ス
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
難
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
バ
ル
バ
ド
ス
で
肌
の
色

を
理
由
に
入
会
が
阻
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
る
か
ら
で
す
。
入
ろ
う

と
思
え
ば
簡
単
に
入
れ
ま
す
。

　

な
の
に
、
ど
う
し
て
黒
人
会
員
が
増
え
な

い
の
か
？
理
由
は
単
純
で
、
会
員
に
な
ろ

う
と
す
る
黒
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
ら
で

す
。
黒
人
の
側
か
ら
見
る
と
、「
あ
そ
こ
は

昔
か
ら
白
人
た
ち
が
ツ
ル
ん
で
い
る
場
所
」

で
あ
っ
て
、
今
の
自
分
た
ち
の
社
会
的
地
位

や
財
力
に
は
関
係
な
く
、「
わ
ざ
わ
ざ
頭
を

下
げ
て
審
査
を
受
け
て
ま
で
入
れ
て
も
ら
う

と
こ
ろ
で
は
な
い
」
の
で
す
。

　

一
方
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
側
は
「
当
ク
ラ
ブ

は
開
放
的
な
団
体
で
あ
り
、
ど
な
た
様
も
歓

迎
し
ま
す
」
と
謳
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ

れ
で
は
な
ぜ
こ
の
七
面
倒
く
さ
い
会
員
制
度

を
廃
止
し
な
い
の
か
？
こ
の
問
い
に
対
し
て

は
運
営
側
も
そ
れ
な
り
の
説
明
を
用
意
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
近
年
、
白
人

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
で
会
員
数
が
伸
び
悩

み
、
財
政
難
が
ク
ラ
ブ
の
悩
み
の
種
に
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
カ
ネ
さ
え
払

え
ば
誰
で
も
入
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い

う
声
が
挙
が
っ
た
と
い
う
話
は
つ
い
ぞ
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
独
立
後
50
年
以
上
た
っ
て
も
、
国
の
経

済
の
根
幹
を
押
さ
え
て
い
る
の
は
実
は
少
数

派
の
白
人
た
ち
だ
」
と
い
う
話
を
と
き
ど
き

耳
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
時

ま
で
筆
者
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
人
種

間
の
軋
轢
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
あ
の
光
景

は
、
筆
者
の
よ
う
に
外
か
ら
来
た
者
に
は
う

か
が
い
知
れ
な
い
、
こ
の
島
の
歴
史
に
由
来

す
る
複
雑
な
心
理
を
垣
間
見
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

バ
ル
バ
ド
ス
は
カ
リ
ブ
海
の
東
端
に
浮
か

ぶ
人
口
30
万
人
足
ら
ず
、
日
本
の
種
子
島
と

同
じ
く
ら
い
の
面
積
の
小
さ
な
島
国
で
す
。

　

島
は
17
世
紀
前
半
に
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

と
な
り
、
一
時
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
作

る
砂
糖
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
す
る
こ
と
で

栄
え
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働

力
と
し
て
使
役
さ
れ
て
い
た
の
は
ア
フ
リ
カ

か
ら
大
量
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
黒
人
奴
隷
た

ち
で
し
た
。

　

１
９
６
６
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
平
和
裡
に

独
立
。
青
く
澄
ん
だ
海
と
白
砂
の
ビ
ー
チ
、

そ
し
て
陽
光
に
恵
ま
れ
る
こ
の
国
は
欧
米

人
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
人
口
の
９
割
以
上
を
占
め
る
の

は
、
か
つ
て
の
奴
隷
の
末
裔
に
あ
た
る
人
々

で
す
。
現
在
は
大
統
領
や
、
首
相
を
は
じ

め
と
す
る
閣
僚
全
員
が
黒
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
黒
人
が
中
心
と
な
っ

て
営
む
平
和
で
安
定
し
た
民
主
国
家
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
民
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約

１
万
５
千
米
ド
ル
（
２
０
２
０
年
、
世
銀
）

で
す
か
ら
、
世
界
の
上
か
ら
３
分
の
１
く
ら

い
の
と
こ
ろ
に
つ
け
る
、
そ
こ
そ
こ
の
高
所

得
国
と
言
え
ま
す
。

　

３
０
０
年
以
上
の
あ
い
だ
イ
ギ
リ
ス
の
統
治

下
に
あ
っ
た
の
で
公
用
語
は
英
語
で
す
（
註
１
）
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
国
は
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
」
で
は
な
く
、
バ
ハ
マ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、

ド
ミ
ニ
カ
国
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
な

ど
と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る
「
英
語
圏
カ
リ
ブ
」

に
属
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

我
々
は
何
者
な
の
か
？

　

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
ラ
ン
チ
か
ら
４
年
近
く

が
過
ぎ
た
２
０
２
０
年
９
月
15
日
。

　

ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
の
国
会
議
事
堂
で
国
会

の
新
会
期
開
会
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

バ
ル
バ
ド
ス
で
は
旧
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
と
同

じ
よ
う
に
国
会
会
期
冒
頭
の
施
政
方
針
演
説

は
「
王
位
演
説
」
の
形
式
を
と
っ
て
い
て
、

政
府
が
起
案
し
た
原
稿
を
元
首
が
読
み
上
げ

る
と
い
う
儀
式
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
時
点
で
は
バ
ル
バ
ド
ス
の

憲
法
上
の
元
首
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス

２
世
女
王
で
し
た
。
女
王
様
が
こ
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
バ
ル
バ
ド
ス
に
来
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
施
政
方
針
演
説
を
読
み
上
げ
た
の

は
、
元
首
で
あ
る
女
王
の
「
代
理
人
」
た
る

バ
ル
バ
ド
ス
総
督
、
サ
ン
ド
ラ
・
メ
イ
ソ
ン

女
史
で
し
た
。

　

現
地
出
身
の
こ
う
い
う
「
総
督
」
が
い
る

の
は
バ
ル
バ
ド
ス
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や バルバドスヨットクラブ

APIC ウェブサイトでは、品田光彦 前駐バルバドス日本国大使寄稿の連続コラム「バルバドス　歴史の散歩道」
を配信しております。本誌では「バルバドス　歴史の散歩道（その１）」の内容を掲載しています（2021 年執筆）。

その他のコラムについては、APIC ウェブサイトをご覧ください。

寄稿：前 駐バルバドス日本国大使　品田 光彦

バルバドス  歴史の散歩道
その１

と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
で
、
ど
う
し
た

ら
会
員
に
な
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
ま
ず
現

会
員
２
名
の
推
薦
が
必
要
。
次
に
ク
ラ
ブ
の

会
長
（
正
式
に
は
コ
モ
ド
ア
［
＝
提
督
］
と

い
う
古
風
な
タ
イ
ト
ル
）
に
よ
る
面
接
が
あ

り
ま
す
。
最
後
に
新
会
員
候
補
と
し
て
現
会

員
全
員
の
投
票
で
過
半
数
の
賛
成
が
得
ら
れ

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
会
費
を
払
っ
て
晴
れ
て

現
在
も
多
く
あ
り
ま
す
）、
バ
ル
バ
ド
ス
が

独
立
す
る
ま
で
は
「
有
色
人
種
は
会
員
に
な

れ
な
い
」
と
い
う
不
文
律
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
名
誉
の
た
め
に
言
っ
て
お
き
ま

す
が
、
今
で
は
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
ル
ー
ル
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
な
ぜ
白
人
ば
か
り
が
多
い
の
か
？
問

題
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ
が
い
ま
だ
に
会
員
制
だバルバドス南海岸の風景

　

バ
ル
バ
ド
ス
・

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
が

創
設
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
島
が

ま
だ
イ
ギ
リ
ス
の

植
民
地
だ
っ
た

１
９
２
４
年
。
創

設
時
は
「
ロ
イ
ヤ

ル
（
王
立
）」
バ

ル
バ
ド
ス
・
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
と
い
う

名
称
で
し
た
。
当

時
は
限
ら
れ
た
裕

福
な
者
だ
け
が
入

る
こ
と
を
許
さ
れ

る
、
と
て
も
閉
鎖

的
な
会
員
制
の
社

交
の
場
で
（
こ
の

種
の
会
員
制
ク
ラ

ブ
は
、
イ
ギ
リ
ス

文
化
圏
の
国
に
は
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カ
ナ
ダ
と
い
っ
た
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
植
民

地
だ
っ
た
い
く
つ
か
の
国
も
同
じ
で
す
（
註
２
）
。

こ
れ
ら
の
国
に
共
通
す
る
の
は
、
独
立
後
、

大
統
領
を
元
首
と
す
る
共
和
国
に
は
な
ら
ず
、

イ
ギ
リ
ス
の
元
首
を
引
き
続
き
自
ら
の
元
首

と
し
て
戴
く
君
主
制
の
道
を
選
ん
だ
と
い
う

点
で
す
。

　

筆
者
は
、
ほ
か
の
国
の
大
使
た
ち
と
一
緒

に
こ
の
日
の
行
事
に
招
待
さ
れ
て
い
た
の

で
、
決
め
ら
れ
た
席
に
座
っ
て
メ
イ
ソ
ン
総

督
が
読
み
上
げ
る
演
説
を
神
妙
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。
メ
イ
ソ
ン
総
督
は
、
２
０
１
９
年

10
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
「
即
位
の
礼
」
に

遠
路
は
る
ば
る
参
列
し
て
く
れ
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
に
日
本
の
着
物
を
買
っ
て
き
て
、

翌
２
月
の
日
本
大
使
館
主
催
天
皇
誕
生
日
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
そ
の
着
物
を
ま
と
っ
て
登
場

し
た
と
い
う
大
の
日
本
贔
屓
で
す
。
そ
れ
は

い
い
の
で
す
が
、
壇
上
の
総
督
の
下
に
座
っ

て
い
る
バ
ル
バ
ド
ス
史
上
初
の
女
性
首
相
、

ミ
ア
・
モ
ト
リ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
起
草
し

た
演
説
が
け
っ
こ
う
長
か
っ
た
た
め
筆
者
が

不
覚
に
も
ウ
ト
ウ
ト
し
か
け
た
そ
の
時
、
総

督
が
読
む
演
説
が
あ
る
く
だ
り
に
さ
し
か

か
っ
て
思
わ
ず
我
に
返
り
ま
し
た
。

　
「
バ
ル
バ
ド
ス
は
世
界
で
も
っ
と
も
良
く

統
治
さ
れ
た
黒
人
社
会
と
し
て
知
ら
れ
る

統
治
体
制
と
制
度
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

（
１
９
６
６
年
の
）
独
立
以
来
、
私
た
ち
バ

ル
バ
ド
ス
人
は
国
家
と
し
て
の
私
た
ち
の
特

徴
や
価
値
を
最
大
限
に
反
映
す
る
こ
と
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
常
に
法
制
度
や
統
治
の
改

善
を
追
求
し
て
き
た
。
エ
ロ
ー
ル
・
バ
ー
ロ
ー

初
代
首
相
は
、
植
民
地
の
状
態
を
続
け
る
こ

と
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。
こ
の

警
鐘
は
１
９
６
６
年
に
お
い
て
も
現
在
に
お

い
て
も
意
味
を
帯
び
て
い
る
。
50
年
以
上
前

に
独
立
を
達
成
し
、
私
た
ち
の
国
が
自
治
を

行
う
能
力
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
う
余

地
は
な
い
。
今
こ
そ
、
植
民
地
と
し
て
の
過

去
と
完
全
に
決
別
す
る
時
で
あ
る
。
バ
ル
バ

ド
ス
国
民
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
人
の
国
家
元
首

を
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
何
者

で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
が
何
を
為
し

う
る
の
か
に
つ
い
て
の
決
然
と
し
た
意
思
の

表
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ル
バ
ド
ス

は
、
来
年
（
２
０
２
１
年
）
11
月
30
日
の
独

立
55
周
年
記
念
日
ま
で
に
、
完
全
な
主
権
お

よ
び
共
和
国
へ
の
移
行
を
達
成
す
る
た
め
に

次
な
る
論
理
的
段
階
に
進
む
だ
ろ
う
」

　

メ
イ
ソ
ン
総
督
は
、
そ
う
読
み
上
げ
た
の

で
す
。

　

バ
ル
バ
ド
ス
が
、
バ
ル
バ
ド
ス
人
の
元
首

を
持
つ
国
に
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
（
外
国
人

で
あ
る
）
イ
ギ
リ
ス
女
王
を
元
首
と
す
る
国

体
に
別
れ
を
告
げ
て
共
和
国
と
な
る
意
思
を

表
明
し
た
瞬
間
で
し
た
。

●
註
１   

日
常
会
話
で
は
「
ベ
イ
ジ
ャ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
」
と
よ
ば
れ
る
、
か
な
り
訛
り
の
強
い
ク
レ
オ
ー

ル
英
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
白
人
層
の
多
く
は

イ
ギ
リ
ス
英
語
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
英
語
を
話
し
ま
す

が
、
黒
人
層
、
と
く
に
庶
民
は
自
分
た
ち
同
士
の
日
常

会
話
で
は
ベ
イ
ジ
ャ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
使
う
の

が
普
通
で
、
語
学
の
才
に
乏
し
い
筆
者
は
数
年
間
バ
ル

バ
ド
ス
に
住
ん
で
も
彼
ら
同
士
の
会
話
は
ほ
と
ん
ど
聞

き
取
れ
ま
せ
ん
。

●
註
２   

総
督
職
を
も
つ
国
は
現
在
、
こ
の
３
カ
国
の
ほ

か
、
バ
ハ
マ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
、
セ
ン

ト
ビ
ン
セ
ン
ト
及
び
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
諸
島
、
ア
ン

テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
（
セ
ン
ト

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
）・
ネ
ー
ビ
ス
、
グ
レ
ナ
ダ
と
い
っ

た
カ
リ
ブ
諸
国
に
く
わ
え
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ソ
ロ
モ
ン
、
ツ
バ
ル
で
す
。

●
註
３   

こ
の
大
統
領
は
政
治
的
権
能
を
も
た
な
い
象
徴

大
統
領
で
す
。
な
お
、
バ
ル
バ
ド
ス
は
共
和
国
に
な
っ

た
後
も
イ
ギ
リ
ス
連
邦
（
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
）
に
は
残

留
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
演
壇
に
立
っ
た
皇
太

子
は
祝
辞
の
な
か
で
こ
う
語
り
ま
し
た
。「
バ

ル
バ
ド
ス
に
は
奴
隷
制
度
と
い
う
暗
黒
の
過

去
が
あ
り
、
目
を
お
お
い
た
く
な
る
よ
う
な

残
虐
な
行
為
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
私

た
ち
の
歴
史
に
永
遠
の
汚
点
を
残
す
も
の
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
と
バ
ル
バ

ド
ス
は
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
友
好
関
係
を

維
持
す
る
こ
と
を
得
ま
し
た
。
私
は
あ
な
た

た
ち
が
成
し
遂
げ
て
き
た
こ
と
を
賞
賛
す
る

も
の
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
バ
ル
バ
ド
ス
の

友
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
し
て
共
和
制
へ
の
移
行
を
先
頭
に
立
っ

て
進
め
て
き
た
モ
ト
リ
ー
首
相
は
、
こ
の
日
、

国
民
向
け
の
演
説
を
行
い
、
こ
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。「
我
々
は
、
こ
の
朝
を
自

分
の
心
の
中
に
あ
る
風
景
の
転
換
点
と
し
て

迎
え
て
い
る
。
こ
の
国
が
、
人
々
の
基
本
的

に
必
要
と
す
る
こ
と
を
充
た
す
能
力
が
あ
る

国
と
し
て
成
功
し
て
き
た
の
は
た
し
か
だ
。

し
か
し
我
々
の
旅
路
は
こ
れ
で
終
わ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
。
我
々

が
旅
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
今
や
外
部
の
誰
に
で
も
な
く
、
我
々
自

身
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
」

　

こ
う
し
て
、
国
家
体
制
の
移
行
を
平
和
裡

に
果
た
し
た
新
生
バ
ル
バ
ド
ス
は
、
大
統
領

と
首
相
の
ふ
た
り
を
女
性
が
つ
と
め
る
共
和

国
と
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

筆
者
は
、
新
し
い
任
地
に
赴
任
す
る
と
一

応
は
そ
の
国
の
歴
史
を
紐
解
く
こ
と
に
し
て

い
た
の
で
、
バ
ル
バ
ド
ス
行
き
の
辞
令
を
受

け
た
時
こ
の
点
で
は
実
は
少
し
が
っ
か
り
し

ま
し
た
。

　

な
に
し
ろ
カ
リ
ブ
海
の
東
端
に
ポ
ツ
ン
と

浮
か
ぶ
、
車
で
あ
れ
ば
３
、４
時
間
も
あ
れ

ば
ま
わ
り
を
１
周
で
き
て
し
ま
う
小
さ
な
島

国
で
す
。
な
に
か
世
界
史
上
の
目
立
っ
た
出

来
事
の
当
事
者
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
も
な
い
し
、
だ
い
い
ち
「
バ
ル
バ
ド

ス
」
と
聞
い
て
も
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ど
こ
に
あ
る
ど
ん
な
国
な
の
か
も
知
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

　

な
の
で
、
こ
の
国
の
歴
史
と
い
っ
て
も
せ

い
ぜ
い
「
１
６
２
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

と
な
る
」
→
「
奴
隷
を
使
役
す
る
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
作
っ
た
砂
糖
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸

出
し
て
栄
え
る
」
→
「
１
９
６
６
年
に
イ
ギ

リ
ス
か
ら
平
和
裡
に
独
立
」
→
「
議
会
制
民

主
主
義
が
定
着
し
た
中
高
所
得
国
に
な
り
、

欧
米
人
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
オ
シ
マ
イ
、
と
い
う
程
度
の

話
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
も
し
た
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
住
ん
で
み
て
、
い
ろ

い
ろ
と
調
べ
て
み
る
と
な
か
な
か
ど
う
し

て
、
こ
う
い
う
小
島
嶼
国
に
も
け
っ
こ
う
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
11
月
30
日
に
「
植
民
地
と
し

て
の
過
去
か
ら
の
決
別
」
を
達
成
し
た
バ
ル

バ
ド
ス
。
次
回
以
降
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
、
こ
の
小
さ
く
も
美
し

い
国
が
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
を
順
を
追
っ
て

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
筆
者
が
属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

大統領就任式でスピーチするメイソン大統領

モトリー首相（バルバドス政府広報局の写真）

　

２
０
２
０
年
の
こ
の
日
、
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
知
ら
れ
国
民
の
幅
広
い
支
持

を
得
て
い
る
モ
ト
リ
ー
首
相
の
率
い
る
政
権

が
、
長
年
に
わ
た
る
心
の
中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

払
拭
す
る
具
体
的
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の

で
し
た
。

植
民
地
と
し
て
の
過
去
と
の
決
別

　

翌
２
０
２
１
年
11
月
30
日
、
約
束
さ
れ
た

日
は
来
ま
し
た
。
政
府
は
共
和
制
へ
の
移
行

に
む
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
、
独
立
55
周

年
の
こ
の
日
、
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
中
心
部
の

「
国
家
英
雄
広
場
」
で
開
催
さ
れ
た
記
念
式

典
の
場
で
バ
ル
バ
ド
ス
が
共
和
国
と
な
る
こ

と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
君
主
制
時
代
最
後
の
総
督
を
務

め
、共
和
国
バ
ル
バ
ド
ス
の
初
代
大
統
領
（
註
３
）

に
就
任
し
た
メ
イ
ソ
ン
大
統
領
は
「
こ
れ
ま

で
55
年
間
、
私
た
ち
は
共
和
国
と
な
る
こ
と

を
待
ち
続
け
、
論
議
を
続
け
て
き
た
が
、
つ

い
に
そ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
私
た
ち
バ
ル
バ
ド
ス
人
は
今
日
、
積
み

重
ね
て
き
た
成
功
を
身
に
ま
と
っ
て
、
新
た

な
方
角
へ
と
羅
針
盤
を
セ
ッ
ト
し
た
」
と
述

べ
ま
し
た
。
式
典
に
招
か
れ
て
そ
の
場
に
い

た
筆
者
は
、
気
丈
な
彼
女
が
感
極
ま
っ
て
一

瞬
声
を
詰
ま
ら
せ
る
の
を
見
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
旧
宗
主

国
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
も
招

　

実
は
、
共
和
制
へ
の

移
行
と
い
う
テ
ー
マ
は

こ
の
時
突
然
降
っ
て

わ
い
た
の
で
は
な
く
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
た

び
た
び
、
時
の
政
権
に

よ
っ
て
そ
の
意
向
が
示

さ
れ
て
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

い
ず
れ
の
政
権
も
そ
れ

を
実
行
に
移
す
に
は
至

ら
ず
に
こ
こ
ま
で
来
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
《
自
分
た
ち
の
先
祖

は
、
植
民
地
時
代
、
砂

糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
労
働
力
と
し
て
ア
フ

リ
カ
か
ら
連
れ
て
こ
ら

れ
た
奴
隷
だ
っ
た
。
そ

の
末
裔
で
あ
る
自
分
た
ち
は
幾
多
の
試
練
を

乗
り
越
え
て
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
。
そ
れ
か

ら
何
十
年
も
経
っ
て
、
今
で
は
自
分
た
ち
が

こ
の
国
の
主
人
公
と
し
て
国
を
立
派
に
運
営

し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
な
ぜ
い
ま
だ
に
外

国
人
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
女
王
を
元
首
と
仰
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
我
々
は
い
っ
た

い
何
者
な
の
か
？
》
国
民
の
多
く
は
こ
ん
な

疑
問
を
抱
き
続
け
て
き
た
の
で
す
。
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ご寄付のお願い

「ザビエル高校留学生奨学金制度」は、上智大学の

留学生基金のほか、皆様の APIC へのご寄付により、

2022 年 12 月現在、総額約 9,180 万円をお預かり

いたしました。皆様のおかげで、留学生たちは上

智大学で充実した生活を送っています。皆様に御

礼申し上げますとともに、本留学生奨学金制度へ

の更なるご支援をお願いいたします。

対　象 ザビエル高校卒業生（毎年１～ 2 名入学）

留学先 上智大学国際教養学部 / 理工学部英語コース /
 Sophia Program for Sustainable Futures (SPSF)

奨学金 卒業までの４年間の奨学金を授与

振込先 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
※振込手数料はご負担をお願いしております。

留学生を中・長期的に受け入れるためには、それにかかわる渡航費、入学金、授業料、生活費等と
かなりの額にのぼることが見込まれます。皆様からのご協力をお願い申し上げます。

●ザビエル高校（Xavier High School）とは

1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ島にイエズス
会によって設立されました。4 年制の男女共学で、生徒の
数は約 150 名です。北太平洋地域で最も著名な高校で、ミ
クロネシア連邦のみならず、パラオ共和国、マーシャル諸島
共和国などからも生徒が集います。生徒の学業水準はこの
地域において最高水準であり、過去の卒業生には、モリ元
大統領やクリスチャン元大統領をはじめ、この地域の政界・
経済界のリーダーを輩出しています。 Photo courtesy Floyd K. Takeuchi / Waka Photos
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佐
藤
嘉
恭
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
前

理
事
長
の
逝
去

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
前
理
事
長
の
佐
藤
嘉
恭
氏
が

２
０
２
２
年
９
月
６
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
朝

日
や
日
経
な
ど
の
本
邦
各
紙
は
、「
佐
藤
嘉
恭
さ

ん
（
さ
と
う
・
よ
し
や
す
＝
元
駐
中
国
大
使
）
が

６
日
、
胃
が
ん
で
死
去
、
８
７
歳
。
葬
儀
は
家
族

で
営
ん
だ
。
大
平
正
芳
首
相
の
首
相
秘
書
官
や
外

務
省
経
済
局
長
、
官
房
長
、
経
済
協
力
開
発
機
構

の
日
本
政
府
代
表
部
大
使
を
歴
任
。
９
５
年
の
村

山
談
話
発
表
時
に
中
国
大
使
を
務
め
た
」
と
一
斉

に
報
じ
ま
し
た
。

　

故
佐
藤
前
理
事
長
は
２
０
０
６
年
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

理
事
長
に
就
任
、
２
０
２
１
年
に
退
任
さ
れ
る
ま

で
の
15
年
間
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
業
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
と
く
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
関
係
す
る
太
平
洋
島

嶼
国
や
カ
リ
ブ
諸
国
で
は
、
多
く
の
人
か
ら
尊
敬

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々

か
ら
も
今
回
の
悲
報
を
悲
し
む
弔
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
太
平
洋
・
カ
リ

ブ
記
者
招
待
計
画
」
を
通
じ
て
入
魂
と
な
っ
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
写
真
家
の
フ
ロ
イ
ド
・
Ｋ
・

タ
ケ
ウ
チ
氏
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
英

字
紙
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
、「
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
は
日
本
の
良
き
友
人
を
失
う
」
と
題
す

る
印
象
的
な
記
事
を
投
稿
し
て
、
９
月
23
日
付
で

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
記
事
を
抜
粋
し
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ミクロネシアは日本の良き友人を失う
フロイド・K・タケウチ

　太平洋島嶼国、特にミクロネシア地域 ( マーシャル諸島共和国、ミクロネシア連邦、パラオ共和国ほか ) は、日本で最も感銘を
与えてくれて有能であった擁護者の一人を失った。日本の外交官を退官した最も古参のお一人であるピーター佐藤嘉恭大使がその
人で、佐藤大使はガンで闘病をされていたが、薬石効なく、9 月の初旬にお亡くなりになった。
　マーシャル諸島を含めてミクロネシア地域の多くの人々は、国際協力推進協会 (APIC) の理事長としての佐藤大使にお目にかかっ
ているが、APIC は、日本と太平洋島嶼国・カリブ諸国との間の友好関係を強化するために東京に設立された財団である。
　その APIC 理事長という重要な役割を担って、ピーターは、島嶼国リーダーのために、日本におけるあらゆる有力者の扉を開け
るために、ご自分の影響力と声望を使うことを惜しまなかった。日本政府や宮中において、退官後も依然として要職を務めている
日本の外交官のネットワークを通じて、その影響力は及んでいた。ピーターの最終官職は駐中国大使であるが、このことは、ピーター
の外交官としての能力とシニアな外交官であったことを示している。
　筆者は、誠に名誉なことだが、ピーターが極めて活発に活動されているのを近くで目にしている。佐藤理事長の下で、筆者は、
太平洋島嶼国とカリブ諸国のジャーナリストを日本に招待して研修を行う「太平洋・カリブ記者招待計画（ジャーナリスト・フェ
ローシップ・プログラム）」を企画し、コーディネーターを務めるように依頼された。このフェローシップ・プログラムは APIC 協
力事業の最も大きなプログラムの一つである。マーシャル諸島からは、ギフ・
ジョンソン編集長とスザンヌ・マーフィー・チュータロー記者の 2 名が「ジャー
ナリスト・フェローシップ」プログラムに参加している。
　APIC 理事長として、ピーターは、事務所に閉じこもるといった官僚的な仕
事ぶりをはるかに越えて、幅広く活動される方であった。彼は、太平洋島嶼
国へ観光促進や投資促進のミッションを派遣した。さらに、ピーターは、太
平洋島嶼国やカリブ諸国からの指導者が日本を訪れるときに、とても思いや
りのあるホストであった。ピーターは、東京倶楽部において大きなディナー
や内輪の小さなディナーを喜んで主催してくれた。東京倶楽部は日本で最も
高級な私的クラブで、ピーターは同倶楽部を別邸のように使っていた。

( 中略 )

　ピーターと友情をかわしたのは、筆者だけではなく、それぞれの国におい
て有力者であり実力者である人々の長いリストがある。だが、筆者は、ピーター
の世界の一部であった有力な政治家や学者に対して、筆者を「友人」だと紹
介してくれる寛大さと友情の恩恵を受けたものであった。
　ピーター・ヨシヤス・サトウは太平洋諸国の真の友人である。同氏の逝去
の報はこの地域の多くの人々を悲しませた。この日本の紳士であり愛国者と
巡り合うことができた幸運をえた筆者を悲しみに沈ませる知らせであった。
故佐藤大使から受けたこれまでの友情と賢明な指導を得られなくなることを
悲しむ。
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Australia’s Minister for Interna-
tional Development and the Pacific 
traveled to the United Kingdom at 
the end of last week with four Pa-
cific island heads of state and their 
delegations to commemorate the life 
of Queen Elizabeth II, who died ear-
lier this month at the age of 96.

The Australian government air-
craft flying Minister Pat Conroy to 
the UK for ceremonies for the Queen 
also picked up Governor General of 
Papua New Guinea Sir Bob Dadae, 
Governor General of Solomon Is-
lands Sir David Vunagi, Governor 
General of Tuvalu Tofinga Vaevalu 
Falani and Head of State for Samoa, 
Tuimalealiʻifano Vaʻaletoʻa Sual-
auvi II.  Conway noted that “The 
Queen visited every Pacific member 
of the Commonwealth during her 
reign.

FLOYD K. TAKEUCHI 
Special to the Marshall Islands Journal 

The Pacific Islands, and the Micro-
nesia region in particular, have lost 
one of its most eloquent and effective 
advocates in Japan. Retired Ambassa-
dor Peter Yoshiyasu Sato, one of Ja-
pan’s most senior diplomats, died in 
early September. He had been battling 
cancer, a fight he finally lost.

Many in the region, including the 
Marshall Islands, met Peter in his role 
as President of the Association for 
Promotion of International Coopera-
tion (APIC), a Tokyo-based private 
foundation whose mission it is to 
strengthen ties between Japan and the 
island nations of the Pacific and Ca-
ribbean.

In that important role, Peter used 
his considerable influence and per-
sonal prestige to open doors of power 
for island leaders of all ranks in Japan. 
His personal network was stunning – 
it reached deep into the government 
of Japan and even the Imperial Pal-
ace, often through personal friend-
ships with fellow retired diplomats 
who continued to serve their nation in 
senior positions of authority. Peter’s 
last post as a serving diplomat was 
as Japan’s Ambassador to China, an 
indication of his ability and seniority.

I had the privilege of seeing Pe-
ter’s effectiveness up close. It was 
under his presidency of APIC that I 
was asked to put together and run a 
fellowship program to introduce jour-
nalists from the Pacific and Carib-
bean to Japan. The fellowship is now 
one of APIC’s largest programs. Two 
journalists from the Marshall Islands 
have been APIC Japan Journalism 
Fellows: Giff Johnson and Suzanne 
Murphy Chutaro. 

Micronesia loses a 
good friend in Japan

As APIC President, Peter was more 
than an office-bound bureaucrat. He 
led tourism and investment missions 
to the Pacific. And he was a most 
generous host for visiting dignitaries 
from the region. Peter enjoyed host-
ing dinners, large as well as intimate, 
at the Tokyo Club. It is the city’s most 
exclusive private club, and it was 
something of a second home for Peter.

Peter was charming and debonair, 
traits befitting a senior diplomat. But 
it was more than his mannerisms that 
made him a uniquely approachable 
and effective liaison to the islands. 
Peter was a Roman Catholic, and 
while he didn’t wear his religion on 
his sleeve, his Christian faith made 
him a familiar and comfortable friend 
to many islanders. I suspect it also 
played a role in APIC funding schol-
arships for Micronesians, particularly 
graduates of Xavier High School, at 
Sophia University in Tokyo. Sophia, 
of course, like Xavier High School, is 
a Jesuit institution.

I once asked Peter how he became 
Roman Catholic. It was a fascinating 
story. His father was a Japanese Army 
officer who was military attaché at the 

Japan Embassy in Warsaw, Poland 
when the Nazis invaded in 1939. His 
parents were eventually repatriated to 
Tokyo during the war. As I heard the 
story, the day Japan surrendered to the 
Allies in 1945, his mother became a 
Roman Catholic. His father soon fol-
lowed, as did Peter. 

I was not unique in being befriend-
ed by Peter Sato. The list is long, and 
most on that exclusive list are mov-
ers and shakers in their home coun-
tries. But I am the beneficiary of his 
generosity and friendship, having 
been introduced as a friend to many 
of the senior government officials and 
academicians who were a part of his 
world. 

Peter Yoshiyasu Sato was a true 
friend of the Pacific. The news of 
his passing will sadden many in the 
region, including this journalist, who 
had the good fortune to cross paths 
with this gentleman and patriot. I shall 
miss his friendship and wise counsel.

 
The writer is a journalist who has 

covered the Pacific for more than 40 
years. He was born and raised on 
Majuro Atoll.

The late Ambassador Peter Yoshiyasu Sato and Floyd Takeuchi.

Queen’s condolence book
RMI’s Act-
ing Presi-
dent Jiba 
Kabua 
joins oth-
ers to sign 
the Queen 
Elizabeth 
condolence 
book at the 
Australian 
Embassy.

“The Australian Government is 
pleased to help facilitate Her Majes-
ty’s wish that Pacific countries have 
the opportunity to join other Com-
monwealth nations to mourn the loss 
of the Queen and honor her life of 
duty and service,” he added.

In Majuro, Australian Ambassa-
dor Brek Batley told the Journal “we 
won’t be holding a local event for 
the funeral. There will be a minute’s 
silence that our staff will observe on 
Thursday, as part of Australia’s offi-
cial mourning.”

“Confessions of a niCe bitCh”
by Mary robinson

$33 Buy at Tourist Trap
Airport or Town

available  again
Fictional short stories of the Marshall Islands

@ Micronitor, Delap
P.O. Box 14

Majuro, MH 96960
+ $8 S/H for US mailing

$8

‘A bracing look 
at where the 
islands are 
today, and what 
it will take to 
build a future 
of hope and 
opportunity for 
islanders across 
the region.’
— Floyd K. Takeuchi, 

veteran Oceania 
journalist 

‘An inside look at the world of island 
governments and people that is both 
enlightening and thought provoking.’

— Jack Niedenthal, President, Microwave Films

‘Thought provoking.’

Available in Majuro at 
EZ Price Mart and Hotel Robert Reimers

For off-island orders: www.amazon.com

LAND REGISTRATION AUTHORITY
Deed of Trust/Mortgage 

Registration No. 029-2022
KEJJELA ÑAN JABREWÕT

Kejjela nan jabdrewot armij eo ewor an maron ilo jikin in im 
Hemona Jack & Erbiland Mandira rej Lease i ilo Lotora 
Weto, Woja, Majuro Atoll, bwe in ej Lease ej kajitok iben Land 
Registration eo bwe en register e Lease in ej Jortoklik kake. 
Jabrewot emaron etale pepa in Lease im Jortoklik kein ilo office 
eo an Land Registration ilo floor 4, room No. 407 ilo MIDB 
Building eo ilo Delap, Majuro Atoll, Tel./Fax (692) 625-7171 ilo 
ran im awa in jerbal ko.
Jabrewot armij eo ejjab erre ilo lease im Jortoklik kein, emaron 
kadrelon an abonono ilo jeje, ilo office eo an Land Registration 
ilo Majuro mokta jen Oktoba 22, 2022. Jabdrewot eo ejjab erra 
ilo Lease im Jortoklik kein ej aikuj in komane juon an kemelele 
eo ej kalikar kin maron eo ej kabwijere, im jabrewot eo enaj likjab 
jen an kadrelon an jumae ilo jeje iloan tore eo emwij karoke, 
inem enaj ejelok an maron tokelik nan an koman an abonono 
nae maron ko an ro rej Lease ilo  jikin in ekkar nan kwon ko ilo 
Lease im Jortoklik in, ijelokin wot ro rej kabijer maron ko bwe 
remaron koman aer abonono jabdrewot ien elane enaj wor.

Deed of Trust/Mortgage 
Registration No. 029-2022

PUBLIC NOTICE 
Notice is hereby given to all person interested in the Leasehold 
of Hemona Jack & Erbiland Mandira on Lotora Weto, Woja, 
Majuro Atoll, that the Lessees/Mortgagors Trustees herein are 
applying to the Land Registration for registration of his deed 
of trust/mortgage. Copies of the deed of trust or mortgage can 
be examined at the office of Land Registration, MIDB Building 
room No. 407 and 408, Delap, Majuro Atoll, Tel./Fax (692) 625-
7171 during working hours of any working day.
Any person having any objections to the trust, mortgage or 
lease may file an objection before October 22, 2022. with the 
Land Registration in Majuro, Republic of the Marshall Islands, 
written objection shall contain a statement of the right, title or 
interest claimed and how much right, title, or interest is affected 
and nature of the statement. Any person who fails to submit 
a written objection in a timely manner as aforesaid shall be 
forever barred from claiming any rights against the interest of 
the morgagees or lessees or trustees under mortgage, or the 
lease, or trust provided, however, the lessors may at all times 
prosecute any claims which they may have under Lease.

The Marshall Islands Journal（2022 年 9 月 23 日付）
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2022 年 9月に実施された理事会・評
議員会において、令和 3年度の事業
報告書が次のとおり承認されました。

※本誌では簡略版を掲載しています。詳
細につきましては APIC ホームページをご
覧ください。

１
．
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

（
１
）
太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画

【
延
期
】

　

毎
年
１
月
に
太
平
洋
諸
国
か
ら
数
名
の

大
学
生
を
招
待
し
、
上
智
大
学
の
短
期
プ

ロ
グ
ラ
ム January Session in Japanese 

Studies

に
参
加
さ
せ
、
併
せ
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に

よ
る
文
化
交
流
活
動
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

き
て
お
り
、
本
年
度
も
実
施
予
定
で
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
蔓
延
に
よ
る
渡
航
制
限
の
影
響
で
招
待

が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
中
止
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
事
業
は
、
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協

力
事
業
の
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
学
生
招
待
計

画
と
趣
旨
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
体

の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
異
な
る
地

域
の
学
生
が
一
堂
に
会
し
て
学
び
、
共
に
生

活
し
、
意
見
交
換
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ナ
ジ
ー
効
果
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
と
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
う
ち
３

人
が
日
本
の
大
学
院
に
留
学
し
、
１
名
が
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
熊
本
県
の
高
校
で

英
語
を
教
え
る
な
ど
、
大
学
関
係
者
の
み
な

ら
ず
現
地
の
議
員
や
大
使
館
か
ら
も
日
本
と

の
友
好
関
係
に
大
き
く
貢
献
す
る
事
業
で
あ

る
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

（
２
）
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画

【
延
期
】

　

毎
年
10
月
頃
に(

公
財)

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
太
平
洋
の
記
者
２
～
３
名
を
招

待
し
、
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
と
一

体
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本
計
画

は
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、
我
が
国
の
環
境

保
護
、
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
も
っ
て
我
が

国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
本
年
度

も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
影

響
で
招
待
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め,

昨
年
度

に
続
き
延
期
と
な
っ
た
。

（
３
）
太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

【
延
期
】

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た

め
、
実
現
出
来
な
か
っ
た
。

（
４
）
太
平
洋
青
年
研
修
【
延
期
】

　

サ
モ
ア
よ
り
、
将
来
を
担
う
若
手
の
実
務

者
を
我
が
国
に
招
待
し
、
島
根
県
海
士
町
に

て
研
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
人
選
と
研
修
内

容
に
つ
い
て
在
サ
モ
ア
大
使
館
・
海
士
町
側

と
調
整
を
図
っ
て
い
た
が
、
昨
年
度
に
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
で
本
年
度
の
実
施
も
断
念
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（
５
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業

（
大
学
院
生
支
援
）
【
実
施
】

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基

金
（M

icronesia Conservation Trust

：

以
下
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

Ｍ
Ｃ
Ｔ
の
推
薦
に
よ
り
毎
年
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

３
カ
国
か
ら
留
学
生
１
～
２
名
を
受
入
れ
、

上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
で
修

士
号
を
取
得
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
長
期
的

観
点
か
ら
環
境
関
連
に
携
わ
る
人
材
の
育
成

支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以
降
、
現
在
で
は
３
名
の

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
を
持
ち
な

が
ら
日
々
、
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。
第

１
期
生
２
名
が
２
０
１
９
年
９
月
に
、
第
２

期
生
は
１
名
が
２
０
２
０
年
９
月
に
、
１

名
が
２
０
２
１
年
３
月
に
卒
業
し
、
第
３

期
生
は
１
名
が
２
０
２
１
年
９
月
に
、
１
名

は
２
０
２
２
年
３
月
に
卒
業
予
定
し
た
。

２
０
２
２
年
９
月
に
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共

和
国
か
ら
１
名
が
入
学
予
定
で
あ
る
。

（
６
）
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
保
存
支
援
事
業

【
実
施
】

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ

Ｍ
ポ
ン
ヘ
イ
島
の
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
に
つ
い

て
、
保
存
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
一
昨
年

度
は
こ
れ
ま
で
会
報
誌
に
て
掲
載
し
て
い
た

片
岡
教
授
執
筆
の
遺
跡
に
関
す
る
解
説
を
と

り
ま
と
め
、
冊
子
を
製
作
し
た
。
外
務
省
の

草
の
根
無
償
に
よ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

建
設
の
起
工
式
が
２
０
２
０
年
５
月
24
日
に

行
わ
れ
、
建
設
完
了
後
に
案
内
板
の
設
置
に

つ
い
て
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
、
長
引
い

た
た
め
、
案
内
板
の
製
作
・
設
置
も
ず
れ
込

み
、
本
年
度
決
算
後
に
完
成
し
た
（
設
置
費

用
に
つ
い
て
は
、
着
手
の
た
め
の
頭
金
（
半

額
）
を
本
年
度
の
前
払
金
と
し
て
計
上
し
、

全
額
を
次
年
度
事
業
費
に
計
上
。
）

（
７
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業
（
排

水
管
取
り
換
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
【
予
備

費
・
実
施
】

　

今
年
度
は
予
算
策
定
段
階
で
Ｍ
Ｃ
Ｔ
か
ら

の
要
請
が
な
か
っ
た
の
で
個
別
の
予
算
計
上

を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
年
度
途
中
に
要
請

が
あ
っ
た
た
め
予
備
費
で
対
応
し
た
も
の
。

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
キ
チ
地
区

に
あ
る
エ
ニ
ペ
イ
ン
・
パ
ー
村
で
の
排
水
管

取
り
換
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
と
し
て
、

６
，
９
９
０
ド
ル
を
寄
付
。
村
の
各
家
庭
に

毎
週
少
な
く
と
も
、
１
，
０
０
０
ガ
ロ
ン
の

水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
水
を
媒
介
と

す
る
病
気
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
住
民
に
対
し
て
、
長
期
持
続
的
に
安
全

な
水
が
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
．
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

（
１
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計

画
【
延
期
】

　

毎
年1

月
に
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ

Ｉ
）
の
学
生
を
太
平
洋
諸
国
の
大
学
生
と
同

時
に
招
待
し
て
い
る
が
、
太
平
洋
事
業
同

様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た
め
、
招
待
が
不
可

能
と
な
っ
た
た
め
今
年
度
も
中
止
と
し
た
。

（
内
容
は
、
太
平
洋
事
業
（
１
）
参
照
。
）

（
２
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画

【
延
期
】

　

毎
年
10
月
頃
に
公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ

ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施

し
て
い
る
。
カ
リ
ブ
の
記
者
２
名
程
度
を
招

待
し
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
と
一
体

の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
人
選
も
終

わ
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た
め
、
招

待
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
来
年
度
に
延

期
と
な
っ
た
。
（
内
容
は
、
太
平
洋
事
業

（
２
）
参
照
。
）

（
３
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

【
延
期
】

　

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た
め
、
実
現
出
来
な

か
っ
た
。

３
．
国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会

　

令
和
３
年
度
は
下
記
の
通
り
、
外
務
事
務

次
官
、
外
務
審
議
官
、
局
長
ク
ラ
ス
の
幹
部

を
講
師
と
し
て
招
き
、
国
際
情
勢
、
外
交
、

経
済
に
関
す
る
講
演
と
意
見
交
換
会
を
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。

（
２
）
国
際
協
力
懇
話
会

　

本
年
度
は
、
地
方
開
催
と
し
て
、
島
根
県

隠
岐
郡
海
士
町
に
て
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
寄
付
講
座

「
夢
ゼ
ミ
」
を
開
催
し
、
佐
藤
常
務
理
事
を

講
師
と
し
て
実
施
し
た
。
県
立
隠
岐
島
前
高

校
の
生
徒
な
ど
を
前
に
、
①
国
際
協
力
の
現

実
②
外
交
官
と
し
て
（
講
師
の
外
交
官
の
経

験
か
ら
）
③
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
と
「
人

間
の
安
全
保
障
」
④
歴
史
を
勉
強
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

寄
付
講
座
の
開
設
は
、
２
０
１
９
年
10
月
に

海
士
町
と
締
結
し
た
連
携
協
定
の
事
業
の
一

環
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

４
．
留
学
生
奨
学
金
事
業

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

チ
ュ
ー
ク
州
）
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の

み
な
ら
ず
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の

最
優
秀
の
生
徒
が
入
学
す
る
高
校
で
、
イ
エ

ズ
ス
会
が
運
営
。
同
高
校
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
の
モ
リ
元
大
統
領
を
始
め
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
卒
業
生
を

多
く
輩
出
し
て
い
る
。
か
か
る
状
況
に
鑑

み
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智
大
学
と
協
力
し
て
開

始
し
た
本
件
「
留
学
生
制
度
」
に
つ
い
て

は
、
３
カ
国
の
首
脳
の
間
で
極
め
て
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。

　

当
該
留
学
生
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
４

年
か
ら
留
学
生
の
支
援
を
開
始
、
既
に
４
名

の
卒
業
生
を
出
し
、
現
在
３
名
の
学
生
が
在

籍
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
の
春
学
期
か
ら

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
帰
国

中
、
及
び
新
規
入
国
の
学
生
は
日
本
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
母
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受

け
る
他
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
都
合
に
よ
り
授
業

に
参
加
で
き
な
い
学
生
は
休
学
を
す
る
な
ど

し
、
入
国
の
制
限
が
解
除
さ
れ
る
の
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
２
年
４

月
に
留
学
生
に
対
す
る
入
国
制
限
が
緩
和

し
、
在
学
生
が
来
日
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
し

て
は
今
後
も
募
金
活
動
を
積
極
化
す
る
と
と

も
に
、
留
学
生
に
対
す
る
生
活
費
等
の
支
給

を
含
め
留
学
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、
生
活
費
を
負

担
、
上
智
大
学
は
学
費
、
寮
費
を
負
担
。
）

令和 3 年度（2021年度）
（令和 3年 7月 1日～令和 4年 6月 30日まで）
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自動的にご案内するほか、非会員で参加をご希望の方にもご案内を行っています。
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